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8 方 向 に 歩け ます 。 
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人 (| 。、 ボタ ン 
メッ セー ジ を 送れ ます 。 
















プレ イス テー ショ ン の 本 体 に D | S 
KA、 も し く は D 18SKB を セッ ト 
し て 電源 を 入れ る と タイ トル 画面 に 
な り ま す 。 


方 向 キー の 上 下 で メニ ュー を セレ ク 
ト し 、 ス ター ト ボ タン 、 ま た は ご ボ 
タン で 決定 し ます 。 






雛 代 高校 内 で は 、 画 面 右上 に 


ロレ 全 2 ちこ 1 に さだ 










現在 いる フロ ア 。 青 








見 た 図 。 赤く い ド ッ ト が 表示 され 
点灯 し て いる て いる 場所 は 、 目 標 
ば 先 Y6a』 地点 (イベ ント が 発 
置 を 表わし て 生 す る 場所 ) を 示し 






いま す 。 て いま す 。 
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タン パン | ロン に 航 め のり コー レン 自記 


(2 『 // 


前 回 プレ イ し た エピ ソー ド か ら ス ター ト 出 来 ま す 。 
デー タ を セー ブ し て ある メモ リー カー ド が 必要 で す 。 








間 エ ピン ソー ド が 終了 ずる と 、 メ モリ ー カ ー ド に 「 ム ー ン ラ 
イト シン ドロ ー ム 」 の 進度 を セー ブ (保存 ) 出来 ます 。 セ 
ー ブ し た く な い 場 合 は "NO" を 選択 し て くだ さい 。 







よい すい 











エピ ソー ド の 途中 に 登場 する 
 p ル レル ッ ン ル > 

セー ブ を し て も ら う こと も で 
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岸井 ミカ 

雛 代 高校 2 年 、 物 語 の 主人 公 。 い わ ゆ る 型 に は 
まっ た "女子 高生 ” の 生活 を 送っ て いた が 、 最 近 
それ に 疑問 を 感じ て いる 。 そ れ は 先輩 ユカ リ に 因 
る と ころ が 大 きい 。 現代 の ムー ブ と は 全く 別 次 元 
に 生き る ユカ リ に 、 知 ら ぬ 間 に 憧 れ を 抱い て いた 。 


長谷 川 ユ カリ 

雛 代 高校 3 年 、 前 作 「 ト ワイ ライ トン ドロ ー ム 』 
の 主人 公 。 今回 は サブ スタ ンス で ある 。 相 変わ ら 
ず 、 流 行 の 風 を 嫌い “一匹狼” 的 な 生き 方 を し て 
いる よう で ある 。 が 、 全 く 正 反対 の 価値 観 を 持つ 
ミカ に 、 心 の 平穏 を 見 つけ て いた 。 


と ア 敗 

雛 代 高校 3 年 、 性 格 は 冷静 沈着 、 そ の 心 は 慈愛 
に 満ち て いる 。 極端 な 価値 観 を 持つ ミカ と ユカ リ 
に と っ て 、 彼 女 の 温厚 寛大 な ハー ト は か けが え の 
な いも の で ある 。 彼女 に は 強力 な 霊感 が あり 、 今 
回 も それ に より 、 2 人 を 困難 か ら 救 うこ と と な る 。 


ーー ビ 6 

チサト の 妹 と 名 乗る 女性 。 し か し チサト は それ 
を 否定 し て お り 、 真 相 は 不明 で ある 。 性格 は チ サ 
ト と は 正反対 、 一 見 も の 静か で 上 品 な 女性 だ が 、 
その 人 芯 は 冷酷 。 ま た チサト と 同様 、 強 力 な 霊感 を 
持っ て お り 、 白髪 の 少年 と 関わ り を 持っ て いる 。 


の 9 

雛 代 高校 1 年 、 明 る く 前 向き で 、 少 し と ぼけ た 
雰囲気 が 周囲 に 安らぎ を ふり 撤 い て いる 。 マ イペ 
ー ス 主義 で 、 自 分 の 興味 の な いこ と に は ひたすら 
無関心 で や る 。 ま た 、 チ サト 程 強力 で は な い が 、 
彼女 も 霊感 を 持っ て いる 。 


冬 葉 ルミ 

雛 代 高校 2 年 。 彼 女 は 複雑 な 人 間 関 係 を 持つ 。 
リョ ウ と は 幼馴染 み 、 リ ョ ウ の 姉 キ ョ ウ コ と 彼女 
の 兄 ス ミオ は 恋人 で あり 、 自 ら も 兄 と 関係 を 持つ 
と いう 、 四 角 関 係 。 そ し て スミ オ 、 キ ョ ウ コ は こ 
の 世 を 去り 、 ル ミ と リョ ウ だ けが 残さ れ た ・・・。 


冬 葉 スミ オ 

19 歳 、 大 学生 。 ル ミ の 兄 で キョ ウ コ と 恋人 関係 
に あっ た 。 し か し 、 キ ョ ウ コ は スミ オ よ り も リョ 
ウ を 愛し た 。 ス ミオ は その こと に 慎 り 、 リ ョ ウ に 
精神 的 圧迫 を 与え て ゆく 。 そ し て キョ ウ コ は この 
世 を 去り 、 彼 も 後 を 追う よう に 壮絶 な 死 を 遂げ る 。 


華山 キョ ウ コ 

リョ ウ の 最愛 の 姉 で 、 リ ョ ウ の 唯一 の 理解 者 。 
そし て スミ オ の 恋人 で も あっ た 。 と ころ が ある 日 
突然 交通 事故 に 遭い 死ん で し まう 。 彼 女 は ミカ に 
容 容 が 似 て いた 。 そ れ で 姉 を 失い 心 に 穴 の 開い た 
リョ ウ が ミカ に 接近 する の は 、 必 然 で あっ た 。 


華山 リョ ウ 

物語 の " 裏 " の 主人 公 。 高校 を 中 退 し た 彼 は 、 目 
標 が な か っ た 。 か と いっ て ムー ブ を 追い か け 、 周 
り に 同化 も で き な か っ た 。 正 に 彼 は 現代 の "アウ ト 
ピル 0 ん 記 : ロ た YE メ 6 表れ 2 っ だ 欄 人 7 の ヒ 軒 | 所 の) 
理解 者 キョ ウ コ を 失っ た と ころ か ら 始 まる ・・・ 


白髪 の 少年 

と ある 瞬間 に 、 突 然 雛 代 町 に 現われ た 謎 の 少年 。 
その 正体 は 人 の “ 魔 " に 棲む と され る "契約 の 天 
使 ” ミト ラ で ある 。 彼 は 、 雛 代 町 に 渦巻 く 人 の 
" 魔 に より 呼び 寄せ られ た の で ある 。 彼 は ミカ 
と リョ ウ に 固執 する 。 そ の 関係 を 紡ぐ た め に 。 
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昭和 か ら 平 成 へ 。 前 作 ト ワイ ライ トシ ンド ロー ム ] と 本 作 と の 


記号 的 解 邊 の 違い は そこ に ある 。『 ト ワイ ライ トシ ンド ロー ム 」 に 
柱 か れ て いた の は 、 暮 れ ゆ く 昭 和 の 家庭 的 な 情景 。 一 方 「 ム ー ン 
ライ トシ ンド ロー ム ]」 は 、 平成 の 世に 狂い 咲く 人 々 の 愛憎 疫 と な 
っ て いる 。 昭 和 と 平成 で は 、 な ぜ 恐 怖 の 質 が 異な る の か 。 こ こ で 
は この 2 作品 の 時 代 背 景 を 説明 し よう 。 

この ふた つの 時 代 の 違い で 何より も 大 きい の は 、 昭 和 に は まだ 
土地 の つなが り に よる 共同体 が 存在 し て いた こと だ ろう 。 | 末 こ う 
三 軒 両 隣 」 と いう 言葉 が まだ 生き て お り 、 隣 人 と の 交渉 が あっ た 
時 代 。 | 鎮守 の 森 | も 現存 し て いた 。 こ れ は 、 共 同体 を 外敵 か ら 守 
る も の で あり 、 そ れ を 越え る こと は すなわち 外敵 (霊魂 、 秒 克 器 
葉 ) に 身 を さら すこ と を 指し て いた 。 いわば 共同 体 と その 外 ( 異 界 ) 
と の 境界 の 役目 を 果たし て いた の で ある 。「 ト ワイ ライ トシ ンド ロ 
ー ム 」 が 描い て いた の は 、 基 同体 と 異 界 と の 境界 を 越え て し まっ 
た 少女 た ちの 霊魂 と の 接触 だ っ た 。 今 思え ば いか に も 昭和 的 な 光 
景 だ っ た と 言え る 。 

し か し 、 世 が 平成 に 移る と 共同体 は 死滅 、 隣 人 の 顔 さ え 知 ら な 
い 義 鎖 社 会 を 迎え る こと と な る 。 共 同体 自 体 が な く な っ た の だ か 
ら 、 当 然 異 界 も 境界 も 存在 し 得 な い 。 霊 現象 も 当然 影 を 潜め 、 
人 を 々 の 黄 怖 の 対象 は 別 の も の に 変わ っ て いく 。 そ う 、 人 の 内 面 の 


狂気 だ 。 


土地 の つなが り に よる 土着 の 共同 体 を 持た な く な っ た 平成 の 


の の うき 0 二 イン の た シ シギ いる か も 2 
較 価値 基準 を 同じ くす る も の だ けが 集い 、 コ ミュ ー ン を 形成 。 精 神 
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的 な 絆 に 支え られ た 共同 体 だ な け に 、 そ の 範囲 は 非常 に 狭い 。 時 細 
な 点 か ら 人 を 差別 し 、 自 分 た ちと 相 い れ な いも の は 徹底 し て 排除 
する 。 細 分 化 さ れ 、 異 様 な を まで に 強固 な 結束 を 見 せる コミ ュー ン 。 


この 傾向 は 、『「 ム ー ン ライ トシ ンド ロー ム 』 の 主人 公 ・ ミ カ た ち 女 
る (2 


同じ 共同 体 と は 言え 、 昭 和 と 平成 で は その 色合い を 全く 異 に す 
る 。 昭 和 的 な 共同 体 に 生き る 人 々 は 、 停 滞 し が ちな 計 活 に 刺激 を 
与え る た め 、 自 ら 異 界 と 接触 を 図る 機会 を 設け て いた 。 祭 り を 行 
な い 、 神 を 呼び 窒 せ る の も その た めで ある 。 そ の 麗 激 に より 、 基 


所 同体 は 活性 化し 、 日 々 の 原動力 を 得 て い た 。 し か し 、 ミ カ た ち 女 


子 高生 世代 の 共同 体 は 、 外 部 か ら の 刺激 を 完全 に シャ ッ ト ア ウト 
し て いる 。 他 人 を 差別 し 、 自 分 た ちの 中 だ け で まとまっ て いる 彼 
女 た ち は 、 停 滞 を 免れ る こと は で き な い 。 肉 へ 内 へ と こも る この 
傾向 は 、 次 第 に 共同 体内 部 に 歪み を 生じ させ る 。 不安 定 に 播 ら ぐ 
閉鎖 社会 の 中 で 、 彼 女 た ち の 心 は 少し ずつ 狂い 始め る 。 

そん な 女子 高生 た ちの 心 の 皿 み を 描き だ し た の が 、「『 ム ー ン ライ 
トシ ンド ロー ム 』 で ある 。 前 作 『 ト ワイ ライ トシ ンド ロー ム 」』」 か ら 


時 1 年 し か た っ て いな い が 、 そ こ に 描か れ て いる の は 前 作 と は まっ 
盲 た く 質 の 違う 怖 だ 。 時 代 が 生ん だ 歪み と 狂気 。 「 ム ー ン ライ トシ 
目 フン ドローム] は 、 ま さ に 現代 と いう 世相 を 反映 し た サイ コ ホ ラ ー 


で ある 。 


中 


好 人 や 町 一 一 次 々 と 古い 建物 が 取り 枯 れ 、 
新しい も の に 塗り か えら れつ つ あ る 街 。 
女 激 に 進化 を 遂 ト 
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ミカ は 、 そ の 街 に 忍び 寄る いい 知れ ぬ " 影 ” を 感じ 、 
漠然 と し た 不安 を 感じ て いた 。 
ある 日 の 下校 時 、 和 夜道 を 歩く ミ 力 を 届 行 する 昧 2 ク が あっ た 。 
ミカ は 背筋 に 冷た いも の を 感じ つつ 足 を 早め る が 、 
育 後 か ら 迫 る 足音 は 消え る こと が な か っ た 。 
突然 、 子 供 の 笑い 声 が 響き まわ た っ た 。 
ミカ は た ま ら ず 走 り 出 し 、 家 へ と 逃げ 帰っ た 。 
夜 、 恋 人 か ら の 呼び 出し を 受け た ミカ は 、 

家 を 抜け 出し た 。 

ma IAEA 避 か うつ 傍 中 、 






に ーー 





時 
上 箇 な こと か ら クラ ス メ イト と 口 診 に な っ た 。 
最近 弱気 じゃ ん 。 

ミカ 自身 も 、 そ ん な こと は 自覚 し て いた 。 











_ 食卓 を [が ら 、 ミ カカ は 自宅 前 で 出会っ た 
| 白髪 の 不思議 な 少年 の 話 を する が 、 
母親 に と っ て それ は どう で も いい 話 だ っ た 。 
父親 が 驚き の 声 だ 由 け だ 。 
これ 、 ミ カ じ ゃ な い の か ? 
2000 ニコ ニース で は 、 
ミカ に 瓜 ふ た つの 女性 、 
キョ ウ コ の 事故 死 が 報じ られ て いた ……。 
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ー 1 
| ニー と 


2 
何者 か の 影 が ミカ の 後 を 尾 け る シー ン 。 
2c に 歩く と 、 つ られ て 目 分 の 足音 と は 
別 の 足音 が 、 背 後 か ら 迫 っ て くる 。 振 
り 向く か 、 無視 する か ……? 選択 に 
よっ て ほん の 少し 展開 が 変わ る 。 


外出 


交 人 か ら 、 い つも の 場所 で 会 いた い 、 と 連絡 を 受け 
た ミカ は 、 こ っ そり 外出 する こと に する 。 あ くま で 
ee GiG の の 0 いら 5 の まり ドク ノン バタン し 
な いよ うに 。 “静か に ” 出 な いと 、 親 に 見 つか っ て 
し まう 。 
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人 電 ウロ 

ー ツ の 男 は 何者 な の だ ろう か 。 彼 は 

応対 の 仕方 で 度 や セリ フ が 変化 する 。 na 正体 は 、1. 単なる 変 
態 。 ら . 単なる 新興 宗教 関係 者 。 と 考え られ る 。 し か し 突然 容 を 消し た り 、 こ れ か ら 
ミカ に 襲い か か る 出来 事 に つい て 何 か 、 あ る い は 全て 知っ て いる よう な 言動 か ら 、 
ヤヨイ や チサト の よう な 3. 超 能 力 者 か 、 も し く は 、 白髪 の 少年 ミト ラ と 同様 の 4. 
神 か 悪魔 、 と 考え る こと も 出来 る 。 も っ と も 、 ミ カ の 帝 怖 が 生 ん だ 、" 思 い 込 み の 紀 " 
と 言わ れ た ら そ れ ま で な の だ が ……。 い ずれ に し て も この 男 の 正体 は 、 物 語 中 明 ら 
か に な る こと は な い 。 





シシ グン ガス No 3 0 8 
MG 7 


1 


り 4 


曰 髪 の 少 年 と スミ オ ら し き 人 物 が 映っ て いる 。 こ の ら 人 が 事実 、 白 髪 の 少年 と スミ 
オ で ある な ら ば 、 キ ョ ウ コ の 死に ら 人 が 関わ っ て いる 線 は 濃厚 で ある 。 こ こ で ら つ の 
疑問 が 発生 する 。 ま ず 、 何 故 ス ミオ は 恋人 で ある キョ ウ コ を 殺し た (可能 性 が ある ) の 
か ? リョ ウ を 絶望 させ る た ゆめ に し た こと な の か ? 少年 の 単独 犯 で 、 ス ミオ は それ 
を 止め よう と し た だ け な の か ? 謎 は 解決 し な い 。 も う 一 つの 疑問 、 そ れ は 「 夢 題 」 で 
明らか に な る が 、 こ の と き 既 に スミ オ は 死ん で いる は ず な の で ある 。 死ん で いる 人 間 
が 何故 に こ に いる の か ? 霊魂 か ? 死ん だ スミ オ が 、 偽 物 な のか? 謎 は 尽き な い 。 








スク も 


昭和 の 名 残 を 感じ させ る 旧 校 査 は も ちろ ん の こと 、 新 校 
杜 ま で も が 取り 壊さ れ 、 無 機 質 な 光 を 放つ 新々 校舎 が そ び 
えた つ 雛 代 高 校 。・『 ム ー ン ライ トシ ンド ロー ム 」 の オー プ ニ 
ング は 、 前 作 『 ト ワイ ライ トシ ンド ロー ム 」 が 見 せ た 暮 れ ゆ 
く 昭 和 の 気配 、 黄 皆 の 匂い を 払拭 する 時 徴 的 な シー ン か ら 
始ま る 。 昭 和 か ら 平 成 へ 。 ひ と り 立 ち つ くし 、 そ の 光景 を 


仰ぎ 見 る 岸井 ミカ 。 時 代 に 敏感 な は ず の 女子 高生 で さえ 、 


- 都市 の 変化 の スピ ー ド に 置い に こき ぼ り を くら わざ され て し ま 


「- う 。 高 校 、 そ し て 雛 代 の 町 の 急激 な 変化 に 、 ミ カ た ち 住民 


は と ま ど い を 感じ ず に いら れ な い 。 は っ きり し た 目覚 症状 


た と えば 、 夜 道 を 歩く ミカ の 育 後に 迫る 影 。 目 に 見 えな 
い 影 は 、 ミ カ の 心 に 果 く う 捕 まえ どこ ろ の な い 人 不安 を 表す 


』 | も の 。 実態 は 見 えな いも の の 、 不 穏 な 空気 に 心 の ざわ めき 


を 押さ える こと が で き な い 。 振り 向い て も 振り 向い て も 、 
影 の 主 の 容 は 見 えな い 。 そ ん な 彼女 を か ら か う よ う に 、 少 
年 の 笑い 声 が 雛 代 町 に 維 き わた る 。 一 一 ミト ラ 降 臨 。 旭 束 
な 変化 に 歪み を 生じ 始め た 雛 代 の 町 は 、 こ の 瞬間 人 の 「 魔 」 
に 住む と され る この 神 に 魅入 られ た の で ある 。 ミ カ の 感じ 
る 不安 を 具 萌 化 し た か の よう な が 怪 現象 は 、 白 髪 の 少年 ・ ミ ト 


精 目 蘭 ラ 4 の AE3iT リ っ): ヒ っ お 


ミト ラ が 雛 代 に 降り 立っ た こと に より 、 様 々 な 事件 が 引 


四 』|』 さ 志 こさ れる 。 ミ カ と リョ ウ と の 出会い も 、 ミ トラ の 企 て 


に よる も の と 思わ れる 。 恋 し て や まな い ス ミオ に 呼び 出さ 
れ 、 満 月 の 下 を 切 ぐ ミ カ は 、 全 身 黒 すく めで 異質 な オー ラ 
を 放つ リョ ウ と すれ 違う 。 運命 の 出会い は 、 ミ カ と リョ ウ 
ふた り を 深く 知る スミ オ が 仕組 ん だ も の と 考え る の が 妥当 
だ ろう 。「 お 前 に 執着 する 」。 エピソード ら 「 夢 題 ] に お いて 
告げ た スミ オ の リョ ウ へ の 罠 の ひと つが 、 ミ カ と リョ ウ と 
を 引き 合わ せる こと だ っ た の だ ろう 。 最愛 の 姉 ・ キ ョ ウ コ 
を 亡くし 、 よ り ど ころ を 失っ た リョ ウ が 、 キ ョ ウ コ に うり 
ふた つの ミカ に 心 の 救済 を 求め る の は 必然 で や る 。 し か し 、 
ミカ と リョ ウ と が 交わ る こと は 決し て な い 。 
、 一 方 ミカ は 、 翌 日 学校 で 事故 死 し た キョ ウ コ の 噂 を 友人 
か ら 聞 く 。 自 分 そっ くり の 女性 が 壮絶 な 死 を 有 遂げ た と 聞き 、 
ミカ は うす 寒い も の を 感じ る こと を 禁じ 得 な い 。 自 分 と 同 
じ 顔 を し た 女性 の 死 。 今 まで 目 に 見 えな いま ま 忍 び 寄 っ て 
いた 不安 感 が 、 よ う や く 形 と な っ た 。 時 代 の 脅威 、 何 か 大 
き な 渦 に 巻き 込ま れ て いく 感覚 を 、 ミ カ は し っ か り と 確信 
する 。 


こそ な いも の の 、 漢 然 と 感じ る 居心地 の 悪さ 。 不 安定 感 の 
、 』 、 種子 は 、 す で に 彼女 た ちの 心 に 植え 付け られ て いる 。 
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概要 


華山 キョ ウ コ 最 後 の 1 日 一 一 。 

リョ ウ は 姉 キ ョ ウ コ の 夢 を 見 た 。 愛 し て いる …… 。 姉 の 間柄 で 
は 言っ て は な ら な い 話 を 口 に する キョ ウ コ に 、 リ ョ ウ は 困惑 し た 。 
それ で も 、 リ ョ ウ は キョ ウ コ の 愛 を 受け 入れ た 。 そ ん な 夢 を 見 て し 
まっ た リョ ウ は 、 自 分 に 対す る 嫌悪 感 に さい な まれ た 。 

スミ オ は キョ ウ コ の 恋人 だ っ た 。「 キ ョ ウ コ と の 仲 に 割っ て 入る キ 
ミ の 無神経 べ ご が 許せ な い 」 そう リョ ウ を 寺 り 、 ス ミオ は 去っ た 。 
自ら を 否定 され 、 心 の 平穏 を 失っ た リョ ウ は 、 ク ラブ へ と 向かっ た 。 








そこ で 出会っ た ヤヨイ と いう 女性 。 優 し く 話 し か け て くる ヤヨイ に 、 
リョ ウ は 安らぎ を 感じ た 。「 キ ョ ウ コ の こと 、 忘 れ さ せ て あげ る ……」。 
委 内 され た 一 室 に は スミ オ が 待ち 構え て いた 。 全 て スミ オ の 差し 金 だ っ 
た と 知り 、 リ ョ ウ は 怒 り を 覚え た 。 こ れ は 復讐 だ よ た 。 ヤ ヨイ が 差し 出し 
た 紙袋 の 中 身 を 見 て 、 リ ョ ウ の 自我 は 完全 に 崩壊 し た 。 


ー 一 高橋 キミ カ は 、 遂 に スミ オ を 発見 し た 。 キ ミカ は 、 自 ら を 弄 ん 
だ スミ オ を 恨ん で いた 。 復讐 し て や る 。 自 ら の 体 に 火 を つけ た キミ カ 
に 対し 、 ス ミオ は 高らか に 笑っ た 。 キ ミカ の 体 を 旨 う 炎 は 、 ス ミオ を 
巻き 込み 、 ふ た り は 恩 絶 えた 。 

正 穫 を 取り 戻し 家 に 帰っ た リョ ウ は 、 そ し て 、 キ ョ ウ コ か ら 最 後 の 


電話 を 受け た 。 













2 ド 
女 り さ を 記 ゆる 
は 
[ | 
| | 重 に 2 の リョ ウ の 夢 。 リ ョ ウ と キ 
ま め の り が あれ ば ES o NE 
| [ | 情 や 知ら ず 、 エ エピソード 
は 唐突 に 始ま る 。 “守る” か 
GE まつ の し 


| な り 突 き 出さ れる 選択 肢 









レン 
キ 』 は 、 ど う 選 ん で も 一 つの 
【 ME (BU あん 結論 に 収束 する 。 そ れ は 、 
直 し リョ ウ 自 身 び そう 望ん で 
人 馬上 記 | いる か ら 、 と 考え られ な 
イン ラフ 重 証 いこ と も な い 。 こ の 夢 は 8 
用 度目 以降 の プレ イ で 、 よ 
| り 理解 を 深め る こと が で 
NN きる だ ろう 。 


昌 間 け な い ヤツ だ な …… 
ョ 本 は 


1 ゥ コ の 価 | も 


ーー 





山 キ ョ ウ コ 、 最 後 の 1 ヒ 上 
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ンド アー 


ヤヨイ と の 出会い 2 須 半 | 1 
安らぎ を 求め て 地下 に 潜っ た リョ ウ 。"“ 誰 泊 
に も 和 干渉 され た く な い '" 理由 で 入っ た は ず 


が 、 話し か け て きた ヤヨイ に 微か な 安らぎ 
を 感じ て し まう 。 そ し て ヤヨイ は その リョ 
ウ の 心 を 知っ て いる か が の よう で ある …… 
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リョ ジ 、 
ぞ を スミ きか 
< 
華山 キョ ウ コ 、 最 後 の 1 日 





華 






還 シ ニー NE ON ーー 軍記 証 証 還 請 請 拓 袋 の 中 味 を 見 て 、 シ ョ ッ ク の あま り リ ョ ウ の 
に で ムレ シム っ 精神 は 壊れ て し まう …… そ し て た どり 着い た 


ーー (見 た ) 風景 * 世 界 の 果て "。 後 に リョ ウ は こ 
へき リ 1 が に < れ る = た こ を そう 呼ぶ 。 こ こ は 心 が 解放 され 、 誰 も が 





素直 に な れる 場所 、 平 穏 と 幸福 を 萌 人 徴 し て い 







MK 1 し C ラ ル ー 
続け ば いい の に ……、 
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クラ ブ 内 の ショ ッ ト バ ー で 、 若 い 男 @ ら 人 が 交 し て いる 会 話 で 、 
近年 の 雛 代 町 の 都市 開発 に つい て 話 が 上 が る 。 便利 に な っ て 良 か 
っ た 、 と いう 一 方 の 男 。 音 の 風景 が 跡形 も 残っ て いな い 、 と 嘆く 
も う 片 方 の 男 。 "都市 の 進化 は 、 こ の 物語 の 下 に 流れ る テー マ の 
源 で も ある 。 都市 が 変わ る 、 時 代 が 変わ る 、 見 た 目 が 変化 する と 
同時 に 、 人 々 の 意識 、 メ ンタ ル な 部 分 も 変わ っ て いく 。 人 間 は よ 
り 精 神 的 な スピ リ チ ュ アル な 生き 物 に 進化 "する の か 





SS ) 

ヤヨイ が リョ ウ に 差し 出し た 包み に は 、 何 が 入っ て いた の か 。 こ れ は 断 
定 さ せ て も ら お う 、 ナ マ 首 で ある (ヒュー マン の 資料 より )。 さ て 、 こ の ナ 
マ 首 は 誰 の も の か 。" 首 ' と いう キー ワー ド で まず 思い 出さ れる の は 、 「 奏 四 」 
の ラク ロス 部 員 の 会 話 中 に 登場 する " 首 な し 自殺 体 " で ある 。 こ れ は 本 エピ 
ソー ド 中 、 焼 移 し た 高橋 キミ カ と 同一 人 物 と 思わ れる 。 ま た 、「 舞 悪 」 で 見 


る こと と な る “継ぎ は ぎ 人 死体 " の 頭 部 も キミ カ の も の で あっ た 。 し か し 、 こ 
の 推理 は 決定 的 な 矛盾 が 生じ て いる 。 リ ョ ウ が ナマ 首 を プレ ゼン ト さ れ た 
の は 、 キ ミカ が 焼死 する 前 な の で ある 。 キ ミカ が 生き て いる うち に 、 キ ミ 
力 の 誕 を 取る こと は 、 当 然 、 で き な い 。…… は ず だ が 、 さ て ? 











スク キム 


リョ ウ 、 キ ョ ウ コ 、 ス ミオ 、 ル ミ 。 こ の 4 者 の 愛憎 の も 
つれ か ら 、 ス ミオ に よる リョ ウ へ の 復讐 劇 が は じ ま る 。 キ 
ョ ウ コ と スミ オ の 間 に 、 無 邪気 な 顔 で 割っ て 入る リョ ウ 。 
単なる 姉 弟 以 上 の 愛情 、 口 に 出せ な いか ら こ そ 深 く 強 い 経 
が そこ に は あっ た 。「 キ ョ ウ コ の 中 の リョ ウ が 、 常 に 俺 を レ 
イプ し て いた 」。 スミ オ は そう 慎 り 、 リ ョ ウ へ の 妄 執 を 殴 う 。 

スミ オ は 、 ヤ ヨイ を 使い リョ ウ の 精神 に 揺さぶり を 掛け 、 
さら に リョ ウ へ の プレ ゼン ト を も っ て 彼 の 自我 を 崩壊 させ 
る 。 な お か つ そ れ で は 飽き た ら ず 、 キ ョ ウ コ の 死 、 そ し て 
自ら の 死 を も っ て リョ ウ の 精神 を 完全 に 破壊 し に か か る 。 
前 話 「 プ ロロ ー グ 」 で 描か れ た キョ ウ コ の 事故 死 現 場 を 思い 
出し て ほし い 。 そ こ に は スミ オ と 白髪 の 少年 ・ ミ トラ の 姿 が 
見 られ た 。 こ れ は 、 彼 女 の 死 に ふた り が 大 きく 関わ っ て い 
た こと を 示し て いる 。 ス ミオ は 契約 の 神 ・ ミ トラ と 何ら か の 
契約 を 締結 むす る 。 そ れ は キョ ウ コ と スミ オ 、 上 ふた り の 死に 
関係 する 契約 だ ろう 。 キ ョ ウ コ の 死に より 、 リ ョ ウ に 多大 
な る ダメ ー ジ を 与え 、 そ し て 自ら の 死 を も っ て 、 リ ョ ウ に 
氷 遠 の 呪 い を か ける 。 お そら く こ れ が スミ オ の 目的 で は な 
_ い だ ろう か 。 死 は 終 騙 で は な く 、 魂 の 漂泊 の 始ま り 。 死 を 
この 世界 か ら の 「 肉 体 の 消失 ] と 考え る の で な く 、 時 間 的 空 
、 間 的 束縛 か ら の 「 魂 の 解放 と と ら え る 。 そ の 結果 、 ス ミオ 
の 死後 も 彼 の 意志 は 生き 続け 、 リ ョ ウ は 彼 に よっ て 運命 を 
狂わ され る 。 彼 を 助け 、 幼 い 頃 か ら 守 り 続 け こ くれ た キョ 
ウ コ は 、 も は や 手 の 届 か な いと ころ へ 旅だっ た 後 で ある 。 
リョ ウ は ひと り 、 迷 走 す る 運命 と 戦わ な けれ ば な ら な い 。 
スミ オ の 言う と お り 、 紅 者 と し て 朽ち 果て る か 、 そ の 立場 
に 甘んじ ず 運 命 に 立ち 向かう か 、 こ れ は スミ オ が 期 せ ず し 
て 与え た ひと つの 試 績 な の で ある 。 

_ 自我 が 崩壊 し た リョ ウ は 、 青 く 澄ん だ 広い 世界 を 見 る 。 
スミ オ も キョ ウ コ も ルミ も リョ ウ も 、 皆 が 意識 を 解放 し 、 
穏やか な 笑み を 浮か べ る 魂 の 安住 の 地 。 他 者 の 精神 へ の 介 


』 入 、 退 始 、 妄 執 の な い 世 界 。 も は や 戻る こと の で き な い 不 


_ 確 か な 時 間 に 最 後 の 別れ を 告げ る よう に 、 リ ョ ウ は 過酷 な 
の cl Pt 衝 amii し すわ だ に の 12 ブ / は うー 
迎え る まで 、 リ ョ ウ は 2 度 と この 穏やか な 光景 を 見 る こと 
は な か っ た 。 
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最近 、 目 分 の 好奇 心 を 満た す ウ ワサ が な い 。 ( 
退屈 な 日 常に 不満 を 感じ て いた ミカ は 、 ど ん な 砦 細 な こと 
で も いい か ら 、 と 友人 に せ が み 、 

と うと う ひ と つの ウワサ を 入手 し た 。 

化学 の 広瀬 先生 の 様子 が お か し い 。 
他愛 も な いも の だ っ た が 、 ミ カ は 先輩 の ユカ リ を 誘っ て 、 
〒 速 広瀬 を 見 張り 始め た 。 扉 の 隙間 か ら 様 子 を 類 う と 、 
広瀬 は 確か に 人 動 不 矯 。 と 、 広 瀬 は 突然 、 

大 慌て で 化学 室 か ら 飛 び 出 し て いっ た 。 後 を 追う 二 人 の 
た どり つい た 先 は トイ レ ……。 


呆れ た ユカ リ は ミカ を 置い て 帰っ て し まっ た 。 ミ カ も 
家 へ 帰ろ うう と する が 、 ラ クロ ス 部 員 に 捕まり 、 
強制 的 に 部 活 に 参加 させ られ る の だ っ た 。 











部 活 後 、 部 室 で お し ゃ べり を 楽し ん で いる と 、 
部 員 の ひと り が 、 先 日 自殺 し た 
痛 有 1 い 高 校 の 生徒 の 話 を 始め た 。 


死体 の 上 だけ が 発見 され て いな いと 言う ……。 


川 


不意 に 辺り は 真っ 暗 に な り 、 

妃 つ く と 部 室 に は ミカ 独り だ け に な っ て いた 。 
そこ へ どこ がら と も な く 

日 髪 の 少年 が 現れ 、 

訪 に 予 音 めい だ こぶ を 語っ た だ た 。 


部 室 に は 元 の 喧 喋 が 戻っ て いた 。 
何事 も な か っ た か が か の よう に 。 
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放課後 
放課後 に な る と 、 ミ カ を 任意 で 動か せ 
る よう に な る 。 学校 内 を うろ つく の も 、 
真直 ぐ 家 に 帰る の も 自由 。 何 か 面白 い 
こと は な いか 、 ミ カ の 好奇 心 に 従っ て 
行動 する の も いい 。 今日 も あり ふれ た 
一 日 の は ず な の だ か ら 。 
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カ ヅ キ か ら 広 瀬 の ウワサ を 入手 する と 、 イ 
ベン ト が 一 つ 増 える 。 果 た し て この ウワサ 
は 、 ミ カ の 心 の 錠 え を 癒す こと が で きる の 



























そう 、 あ の 時 か ら 、 あ の 時 に 運命 が 決ま っ た …。 
少年 は 言う 、 運 命 は 予め 決め られ て いる の だ と 。 
、 人々 は 、 世 の 中 の 大 き な 流 れ に は 逆らえ な い の だ 
と 。 そ し て 、 運 命 は "あの 時 ” に 決ま っ た と 。“ あ の 
時 と は 一 体 どの 時 な の だ ろう か 。 

この 物語 の テー マ の 一 つ は 、 先 述 の 通り "時代 
の 変化 (時代 の 交代 )"” で ある 。「 プ ロロ ー グ 」 の 最初 の シー ン 、 校 舎 が 壊さ れる シー ン は 、 
正 に それ を 象徴 し て いる か の よう で ある 。 そ し て 新 校舎 が 建ち 、 街 が 様変わり し 、 白髪 
の 少年 一 一 ミト ラ が 雛 代 町 に 降り 立っ た 。 こ れ が “あの 時 ” と 仮定 する と 、 ミ トラ は 自分 0 に この 
が 降り 立っ た こと で 、 運命 が 決ま っ た 、 と 言っ て いる こと に な る 。 つ まり 、 自分 が 運命 3 
を 紡ぐ 者 だ 、 と 捉え る こと も で きる 。 し か し 「 開 扉 」 " 2 
で ほう 旧 ら (G い る 。 自分 見 GIIW る 選 けけ 選 と | 
傍観 者 に 週 ぎ な いと 。 「 

こう 考え る こと は で き な い か ーー 一 ミト ラ も 何者 -- 
か に 遣わ され た 。 “大きな 流 れ " に よっ て 、 雛 代 町 
に 呼び 寄せ られ た 。 ミ トラ 自身 も “大 き な 流 れ " に し 
は 逆らえ な い …… 9 
結局 、 残念 な が ら 結 論 は 出 な い 。 ミ トラ 自身 も 
何気なく 言っ た 言葉 で 、 別 に 深い 意味 は 無い の か 
も 知れ な い 。 だ が 、 こ の よう に " 深 読み "” する こと 
も 、 こ の 物語 の 一 つの 面白 さ で は な い だ ろ うか 。 











前 話 「 夢 題 ] で は 、 リ ョ ウ を 襲う 過酷 な 運命 が 描か れ て い 


2 | た が 、 エ ピ ソ ー ド 9「 奏 遇 ] で は 、 つ い に ミ カ の 元 に 運命 の 
_ 魔手 が 伸び て くる 。 白髪 の 少年 ・ ミ トラ は 、 ミ カ に まで いた 


ずら を 仕掛 け よ うと 試み る の だ 。 
ウワサ を 求め て 無邪気 に 駆け 回 る ミカ 。 そ れ を 小 馬 鹿 に 


し つつ も 結局 は ミカ に つき あう ユカ リ 。 前 作 『 ト ワイ ライ ト 


シン ドロ ー ム 」 を 思い 起こ させ る ふた り の や り と り は 、 和 幸せ 
な 過去 の 象徴 で ある 。 前作 か ら 1 年 が た ち 、 受 験 を 控え る 
ユカ リ だ が 、 彼 女 と ミカ と を つなぐ 絆 、 根 底 を 流れ る 友情 
は 変わ っ て いな い 。 し か し ふた り を めぐ る 環境 は 、 そ ん な 
関係 を も 押し 流す 勢い で 電 速 に 変わ っ て ゆく 。 現 に 怪し い 
影 は ミカ の 元 に も 忍び 寄っ て お り 、 そ れ は 徐々 に は っ きり 


| し た 形 を 取り つつ ある 。 ふ た り の 関係 が 平和 で あれ ば ある 
還 還 0 生 寺 kt た: モコ) コソ 
き さ を 起 像 し て 、 痛 まし さ を 感じ ず に は いら れ な い 。 


そし て いよ いよ ミト ラ 再 登場 で ある 。 舞台 は ラク ロス 部 


| 部室 。 焼死 し た 高橋 キミ カ の 死体 が 首 な し だ っ た こと を ウ 


ワサ し た 瞬間 、 部 室 に 異様 な 空気 が 漂い 、 ふ と 気づく と ミ 


上 カ ひ とり 取り 残さ れ て し まう 。 キ ミカ の 話題 を 引き 金 に 彼 


が 登場 し た こと か ら 考 え 、 キ ョ ウ コ と スミ オ の 死 だ け で な 
く 、 彼 女 の 死に も 少年 が 大 きく 関 写し て いた こと が わか る 。 
ヤヨイ が リョ ウ に 捧げ た 紙袋 の 中 身 、 こ れ も 飼 な ら は っ き 
り わ か る だ ろう 。「 死 は 単なる 肉体 の 消 減 で は な く 、 魂 を 解 
放す る こと だ 」。 そ う 告 げた ミト ラ は 、 重 ね て ミカ の 魂 に つ 
いて も 言及 する 。 彼 は ミカ の 魂 を 救い に 来 た と 言う が 、「 魂 
の 解放 三 死 』」 で ある こと を 考え る と 、 こ れ は 事実 上 ミカ の 人 死 
刑 宣 告 で ある の だ ろう か 。 人 間 の 意志 で は どう し よう も な 


目 目 記 計量 の の 北 光生 = も セコ ク の) の 2 四 ン 2 ん ー さ ョ レ 
ご こ ・ この ふた つの 言葉 を 残し て 彼 は 去っ て いく 。 一 方 的 
_ な 通告 に 驚く ば か り の ミカ だ が 、 こ の 後 ミ カ が 感じ て いた 


漠然 と し た 不安 は 、 様 々 な 怪 事 件 と いう は っ きり と 目 に 見 
える 形 に 置き 換え られ て いく の で ある 。 も ちろ ん それ を 見 
守る リョ ウ も 、 彼 女 と と も に 運命 に 巻き 込ま れる の を 抗う 
すべ は 持た な い 。 ミ トラ と ミカ と の 遭遇 に より 、 リ ョ ウ と 
ミカ と の 間 に も 必然 的 に 運命 の 糸 が 生じ て し まっ た こと に 
な る 。 
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力 は 住民 の 怒り を 買い 襲わ れ て いま う 。 し 
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関係 し て いる の か 、 


それ と も この 町 が そう させ て いる の か …… 
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坦 

冒頭 で 、 風 が 吹く 。「 あ れ …… こ の 匂い 」 “懐かしい 匂い " 
と ミカ は 言っ た 。 こ の 匂い" は 、 い わ ゆ る “ 郷 答 "的 な も の 
な の だ ろう か が 。 久しぶり に 故郷 に 帰る と 、 ず うっ と 忘れ て 
いた 故 卿 の 、 街 の 匂い 、 実 家 の 家 の 中 の 独特 の 匂い を 思い 


出す 、 そ ん な 感覚 だ ろう か 。 も し 
も 、 ず うっ と 同じ 場所 に 住ん で い 
た と し て も 、 同 じ 場所 の 昔 の 空気 を 吸え ば * 郷 各 " 1 
_ を 感じ る だ ろう か 。 

と ころ で 思い 出し て 欲し い 。「 プ ロロ ー グ 」 で 、 
た 國 ミカ は 無 表 情 の スミ オ に 対し て "あな た の 顔 、 何 だ 
いい か 懐か し い " と 言っ て いる 。 ミ カ は スミ オ の 顔 を 見 

て 、 ど ん な 風景 を 思い 出し た の か …… 













mm | 
持 中 


1 ei + ほ ま 計 独 
と 


人 は 、 他 人 と 比べ る こと で 、 自 ら の 社会 的 な “ 位 
置 ' を 把握 し て いる 。 そ し て 、 周 り を 見 て 、 周 り の 
みん な か ら 外 れ 過 ぎ な いよ うに 、 自 分 の “位置 " を 
(多かれ 少な か れ ) 修正 し て いる 。 流行 に "遅れ" な い 
よう 、 ハ ヤリ の "中心 "に いる よう 行動 する 、 そ れ は 、 
自分 の "位置" を みん な の "位置" と 比べ て 、 修 正 し 
て いる こと と 言え よう 。 

ミカ は その 能力 が 優れ て いた 。 ウ ワサ を いち 早く 
聞き つけ 、 行 動 し 、 実 践 し 、「 開 扉 」 で アリ サ が 言っ 
て いる よう に "完成 され た 女子 高生 " と な っ て いた 。 

し か し 反面 、 ミ カ は “ 我 が 道 を 行く "ユカリ に 憧れ を 抱い て いた 。 自 分 の 、 安 息 の ' 位 
置 と 、 憧 れ て いる "位置 ' の キャップ 。 流 行 の /「 バ イオ レン ス 河 野 」 を 知ら な い ミ カ に 対 
し 、 ア リサ は 「 知 ら な い の ? 終わ っ て る ね ……」 と 言う 。 女 子 高生 を 演じ る 自分 か ら 本 
当 に な り た い 自 分 へ の 脱皮 が 、 ミ カ の 中 で 起こ り 始 め て いる の か も し れ な い 。 
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一 つの 解釈 


本 話 で は 、 ミ トラ だ け で な く ヤ ヨイ まで も が ミカ を つけ 
ね ら う 。 不安 を 駆り 立て る 夢 を 断続 的 に 見 、 町 中 で 変 近 者 
に 立て 続け に 声 を 掛け られ 、 な お か つ ル ミ と 口 諭し た こと 
で 、 ミ カ は 精神 的 に 不安 定 に な る 。 特 に ルミ の ミカ に 対す 
る 苦言 は 、 ミ カ が 信じ て いた ユカ リ 、 チ サト と の 関係 を 根 
底 か ら 覆 す も の で あり 、 困 惑 を 隠し きれ な い 。 土着 の 共同 
体 を 持た な い ミ カ に と っ て 、 世 代 特 有 の 共通 意識 に 支え ら 
れ た ユカ リ や チサト と の 関係 は 、 自 ら の 存在 基盤 と も な っ 
て いた 。 そ れ を 人 否定 され た こと は 、 ミ カ に と っ て 大 き な 痛 


2 拉 さ ゴ た の 生 た FE 二 トン: と セコ シリ ル ラ NR 衝 も 0 し タン ト 3 っ 』 
書 ) と も 行動 で きる アリ サ に ギャ ッ プ を 感じ て いた こと も 、 少 
な か ら ず ミカ の 心理 に 影響 を 与え て いた は ず だ 。 さ ら に 、 


ルミ が ミカ と 飼 は 亡き キス ミオ と の 関係 を 知っ て いた こと も 、 
彼女 の 精神 に 揺さぶり を か ける の に 十分 だ っ た 。 

その 時 に 現れ た の が ヤヨイ で ある 。 チ サト の 妹 を 名 乗り 
つつ も 、 姉 の 持つ 温か み を 感じ させ な い 彼 女 に 好 印 象 は 持 
て な か っ た が 、 そ れ で も ミカ は 彼女 に つい て いく 。 群れ る 
こと で し か 自己 を 確認 で き な い ミカ に と っ て 、 ひ と り を 実 
感 す る の は 、 耐 え が た いこ と だ っ た の だ ろう 。 ア リサ に 会 


_ わせ て くれ る と いう 言葉 、 そ し て チサト の 妹 と いう 唯一 の 
_ 絆 に 頼り 、 ミ カ は 彼女 と 行動 を と も に する 。 


し か し 、 ヤ ヨイ が 導い た の は 変質 者 の も と だ っ た 。 執 抑 


_ に ミカ を 追い 回 し 、 つ い に 17 歳 の 柔肌 を 毒 叶 に か け よ うと 


W ペ 。 いう その 瞬間 、 ユ カリ と チサト が 現れ 、 ミ カ は 間 一 髪 の と 


ころ で 救い 出さ れる 。「 私 と ユカ リ が ミカ を 守っ て あげ る 」。 
世 の す べ て に 不信 感 を 抱き 、 精 神 の 崩壊 を 迎え よう と し て 
いた ミカ だ が 、 チ サト の この 言葉 に より 、 か ろう じ て 正 気 


l を 保つ こと が で きた 。 


白髪 の 少年 ・ ミ トラ の 予言 は 、 こ の 事件 を 皮切り に 次 々 と 


吉良 較 現実 化し て いく 。 彼 に 隷属 し て いる か の よう に 仕え る ヤ ヨ 





RE 


証 イ 、 彼 女 の 存在 は 、 ま だ 謎 に 包ま れ た まま だ 。 


一 方 、 苦 難 の 道 を 歩き 始め た ミカ を 守る べく 運命 づけ ら 


憎 れ た の が リョ ウ 。 ミ カ の 夢 の 中 に 現れ 、「 お まえ を 守る た め 


に 来 た 」 と ミカ に 訴え る も 、 彼 女 は 気味 悪 が る ば か り 。 ふ た 
り の 関係 は 常に 一 方 通行 で 、 お 互い に 向き 合う こと は な い 。 
高み に いる ミカ に 手 を 伸ばし 、 も が き 苦 し お リョ ウ だ が 、 


』 その 思い が 報 わ れる 日 は 果て し な く 遠 い 。 
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放課後 の 教室 。 
を た シン や と 表 キッ ジコ の る 
ふと 見 覚え の ある 日 胡 の 少年 が 
視界 の 隅 に 映っ た 。 
少年 ほ 廊 下 を 駅 け 抜け 、 
全員 か ピッ ャ < 和 
つら れ て 教室 を 飛び 出し て いた 。 


ニニ ーーー 







少年 を 追い 、 Ak31UUE 
な ぜ か 行き た いと ころ に 
きこ 51 ッ プ 1 





EUC9: 当 拉 |! に 
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そこ ご に は ユカ gk 
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の 2611I 人 だめ 電 ル / 中 

ミカ は そう 願う つた が | 

誰 ひ と り ミ カ に 穫 づ くる こと な く 、 
彼女 達 は 次 第 に 遠 さ か っ て いっ た ……。 
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歪ん だ 校舎 

少年 を 追い 、 教室 を 出る と 、 
廊下 や 階段 の 位置 が めちゃ 
くち ゃ に な っ て し まっ て い 
る 。 階段 を 上 る と 地下 に 出 
た り 、4 階 の 渡り 廊下 か ら 
1 階 に 出 た り 。 こ の 混乱 し 
て いる 校 樹 を さま よい 、 日 
髪 の 少年 を 捜し 出さ ね ば な 
ら な い 。 





1 








ブン の 2 77 
2 の //// 


且 | 学校 内 を さん ざん さま よっ た ミカ は 、 最 後に 駿 深 
還 因 い 森 に た どり 着く 。 ミ カ は みん な を 発見 する が 、 み 
ん な は ミカ の 傍 か ら 離 れ て 消え て し まう 。 そ し て ミ 
力 は 深い 森 の 中 で 独り きり に な っ て し まう 。 
ミカ の 見 た 森 は 、 何 を 人 象徴 し て いる の か ? そし 
て その 中 で 独り に な っ て し まっ た こと は 何 を 意味 し 
て いる の か ? 右 も 左 も 分 か ら な い 深 い 森 の 中 で 自 
分 の 存在 を 確認 し て くれ る 者 は 、 み ん な ーー “仲間 " 
し か いな い 。 “仲間 ” と 一 緒 に 行動 し 、 離 れ な いよ う 
位置 を 保つ 。" 仲 間 ' と いる こと で 、 自分 を 確認 で き 、 
安心 を 得る 。 
ミカ は 先輩 や 友達 の “仲間 " と いる 以外 に 居場所 が な か っ た の だ ろう 。 み ん な が 離れ る 、 居 場所 
を 見 失う 、 ど うし た らい いか 分 か ら な い 、 不 安 ・ 恐 怖 ……。 "深い 森 の 中 ” は 現実 の 社会 と 同じ 様 な 
も の か 。 
ミカ の 場合 は “深い 森 の 中 " に 立っ て いた が 、 人 に よっ て は “ 海 の ど 真ん中 ” や "真っ暗 な 宇宙 空 
間 ” に いる の か も 知れ な い 。 


@ ラ スト に 登場 する 救 如 車 
ナゼ 救 訪 車 が !? 得体 の 知れ な い 不 安 感 を プ 
時 イヤー に 与え る の が 目的 で 、 容 は 深い 意味 は 


馬 ーーーー デ ーーーーーーーー 


( な い の か も 知れ な い が …… 考 えて 見 よう 。 

名 議 認 回 呈 放 還 車 は と こ か ら 来 た の か 。 左 か ら 来 た 

29 だ 5 = の で 、 ミ カ の 住む お 「 ピ ビラ ミッド 御殿 」 か ら で は な 

い の か ? そう 仮定 し よう (それ 以外 の 場所 か ら 

と する と 、 お 話し が 始ま ら な い の で 考え な いこ 

と に する )。 で は 乗せ られ て いる 軒 者 は 誰か 。 考 

えて みる と 、 マ ンション の 住人 で 物語 に 登場 する 者 は 、 ミ カ と ミカ の 両親 だ け で ある 。 両親 で あれ 

ば 、 何 か 展開 が ある は ず 。 し か し それ は な い の で 、 他 の 見 知ら ぬ 住 人 と いう こと か 。 隣 人 が 救急 車 
で 運ば れ て も 、 ミ カ に と っ て は どう で も いい ……、 知 ら な い 人 だ か ら 、"“ 仲 間 "” じゃ な いか ら 。 

あな た な ら 、 こ の た だ の 救急 車 を 、 ど う 捉 える か ? 


- 料 故 欄 ず ( 衣 ) U7 記 殿 %5 3 朋 ka ・ 引 ' か すま ・、 提 本 あみ の ゴ 」 ) 
/ 抽 に . 肖 村 だ 全音 0 の 1 だ す と 者 5 生 | 
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呈す 
9 の 竹生 


! 
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スク の) 


前 話 で は 、 コ ミュ ー ン 内 の 人 間 と の 関係 性 な くし て 自己 
を 語れ な いこ と を 認識 させ られ た ミカ だ っ た が 、 今 回 は そ 
ん な 自分 その も の に つい て 深く 考え させ られ る 。 

ミト ラ の 登場 に より 、 空 間 的 つなが り が めちゃ めちゃ に 
な っ た 校内 。 ミ トラ の 持つ 特殊 な 能力 を 思い 知ら され る シ 
ー ン だ 。 「 プ ロロ ー グ 」 や 「 夢 題 ] で は 、 3 人 の 男女 の 死亡 事件 
の 時 間 的 な 連続 を 手 わ せ た り (誰が どの 順番 で 死ん だ の か 、 
その 時 間 の つなが り に は 双 盾 が 生じ て いる )、 死 に よっ て 魂 
を 時 間 的 束縛 か ら 解 放し た り 、 と 主 に 「 時 」 に 歪み を 生じ さ 
せ て きた ミト ラ だ が 、 今 回 は 「 空 間 ]」 を 歪 ま せ て いる 。 こ の 


| よう な 一 連 の 現 勿 は 、 ミ トラ 上 自身 が 時 や 空間 の 束縛 を 受け 


- 右 入 


) ない 、 超 越し た 存在 = 神 で ある こと を 暗示 する も の と 言え 
、 。。 琴 る だ ろう 。 


ミト ラ と いう 邪神 に 翻弄 され 、 ミ カ は 森 の 中 で ある 光景 
を 目 に する 。 ユ カリ や チサト 、 そ し て クラ ス メ イ ト が 楽し 
そう に 語ら っ て いる 光景 。 誰 び ひと り と し て ミカ の 不在 に 疑 


。 問 を 持た ず 、 ミ カ な し で ひと つの 輪 と し て 完結 し て いる 。 


群れ て いた い 、 そ の 気持 ちの み で 形成 され た コミ ュー ン は 、 
自分 以外 の 誰か が 欠け て も 成立 し て し まう 。 自分 の 周囲 に 


・ 不 特定 の 誰か が いさ えす れ ば 、 そ れ で 満足 な の だ 。 前 話 で 
は 友情 、 助 け 合 い の 心 を 再 確認 し た ミカ だ が 、 こ の 映像 に 


し し SM 


よっ て 、 友 愛 の 対象 が 必ず し も ミカ で な く て も 、 輪 の 中 の 
誰 で あっ て も よかっ た と いう こと を 思い 知ら され 、 情 然 と 
する 。 自 分 の 孤独 さ を つ きつ けら れ 、 自 ら の 存在 まで も 否 
定 さ れ た ミカ は 、 無 意識 の うち に みん な を 抹消 し よう と 試 
みる 。 そ れ が ミカ が 見 た 、 ナ イフ を 手 に し た 自分 の 姿 だ 。 
細分 化 さ れ た た め に 、 よ り 強 固 な つなが り を 持つ コミ ュー 
ン 。 そ こ か ら つ ま は じき に され た 彼女 は 、 コ ミュ ー ン 自体 
を 無 化 さ せる こと で 、 自 分 の 存在 を 確立 させ よう と し た の 
だ ろう か 。 他 者 と の 関係 に お いて し か 、 存 在 し 得 な い ミ カ 
た ち 世 代 の 不安 定 さ が 浮き 彫り に され る 。 

し か し 、 彼 女 は そん な 自分 の 暗部 を 認め る こと が で き な 


| い 。 自 ら の 深奥 に 隠さ れ た 邪悪 な 意志 に 、 彼 女 は 底 知 れ ぬ 
| 恐怖 を 感じ る 。 絶 叫 と と も に 現実 世界 に 引き 戻さ れる が 、 
。 毒々 し い 光 景 は は っ きり と 脳裏 に 刻ま れ た 。 忍び 寄る 影 は 、 


ミカ 本 人 の 中 に も 存在 し て いた こと を 、 彼 女 は 実感 する 。 


し 


CYP ルン テ 





、 うと アリ サ た ちと 行動 を 開始 し た 。 先 に 団地 に 生 
ーー 単身 団 地 に 乗り 込ん だ 。 前 に 現れ た の は 、8 人 の 中 学生 。 彼ら と ーー 
の 会 語 が から 事件 の 裏 に は リル と W5 県 幕 カ る 肖 天 が 明らか へ 


r 


に な 計 還 隊 較 0 ア ME 


万 、 遅 れ て 団地 に 到 芽 し た アリ サ は 、 ナ ナ と いう 少女 に 出 会 
っ た 。 次 は ナナ が ダイ ブ す る 番 ……。 泣 きま くれ る 彼女 を 守 ろ う 
と アリ サ は 固く 決意 する い ミカ と 三 人 で 彼女 を 助け に 行っ た 
と き に は 、 既 に ナナ は 姿 を 消し た 後 だ っ た 。 








その 頃 ユ カリ と チサト も 、 ミ カ を 案じ て 団地 に 向かっ で い 
坊 胃 が 5 で て で 坦 遇 し た ヤゴ イ の 超 能 力 に よ 避 暫 還 当 
妨 胃 ほ 屋 革 へ 飛ば され て し まっ た 。 

曲 方 リ は 飛び 降り る 寸前 の ナナ を 発見 し た 。 ナ ナ は ユカ 
の 制止 を 振り 切り 飛び 降り る が 、 彼 女 を 想う 団地 の 少年 
還 よ っ て 、 一 病 を 取り 留め た 。 


黒幕 ・ リ ル の 居場所 を 突き 止め た ミカ は 、 彼 女 か ら 飛 び 降 り 
ーー ダイ ブ を する 訳 を 聞い た 。 ダ イプ は ほ 』 居 場所 の な い 自 
分 達 の 世代 の 最後 の 表現 手段 ……。 そ し て リル は 、 目 分 は 
黒幕 な ど で は な く 、 シ ン ボ ル 的 な 存在 で し か な いこ と も 告 
げた 。 一 連 の 集団 自殺 を 止め る に は 、 自 分 が 最後 の 犠牲 者 
に な る し か な い 。 リ ル は そう 言っ て 、 屋 上 か ら 飛 ん だ 。 


その 頃 、 帰 宅 途 中 の リル の 父親 が 下 を 歩い て いた 。 リ ル の 
身体 は 父親 の 上 に 落ち 、 リ ル は 死 を 免れ た 。 あ まり の 偶然 
に 作為 を 感じ た チサト は ヤヨイ を 問い つめ 、 そ れ か が 幅 髪 の 
少年 と ヤヨイ の 仕業 で ある こと を 知っ た 。 怒 っ た チサト は 、 
ヤヨイ を 封じ 込め よう と 秘め た 力 を 解放 し た 。 
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補う 世代 " 
"死体 チョ ー ク " を 眺め て 
いる と 、 何 処 か ら と も な 
く 3 人 の 中 学生 が 現われ 
る 。 彼 等 は 一 様 に 自分 達 
の こと を 話し た が ら な い 
が 、 対応 次 第 で 少し だ け 、 
内 部 事情 を 話し て くれ 
る 。 何 に せよ 物語 の 進行 
に 差し 支え は な い が 。 
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po 日 こる や に Km グ ピー デ ココ デ )! Ei PO 
な せ ぜ 9 つ し か が か 部屋 が な く て 10 号 室 ? 
ムー トー ルー スマ タン 軸 - リー マン ーー 


写真 を 見 て 欲し い 。 1 フロア の 部 屋 の 数 は 10 あ る 。 当 然 、 
110 号 室 は 一 階 の 10 番 目 の 部 屋 の は ず だ が ……。 実際 、 
地内 に 入り 数 えて 行く と 、9g 番 目 ま で し か 部屋 が な い 。 ど う 
5 才 研 か 

考え て 見 る と 、“4 号 室 " と いう 部 屋 は “死に 通じ る " と いう 
こと で 、 存在 し な い 場 合 が 多い 。 “3 号室 " の 次 は "5 号室 " に 
な っ て いる の で ある 。 よ っ て 、1 フ ロア の 部 屋 の 数 は 9。 “10 
号室 "が 9 番目 の 部 屋 な の も け る 。 し か し 、 団 地 の 外 か ら 
数 える と 、 部 屋 は 10 コ ……。 何 か 、 オ カシ イ ……。 


1 0 


お 久しぶり 、 姉 さん ……。 ヤ ヨイ と ば っ た り 出 会 っ た ユカ リ と チサト 。 そ し て 始ま る 意味 不 ご 
明 な 会 話 。 こ の エピ ソー ド で 始め て 、 チ サト 、 そ し て ヤヨイ が 人 間 離 れ し た 謎 の 能力 の 持ち 主 
で ある と 判る 。 こ の 二 人 は 一 体 何者 か ? そもそも 人 間 な の だ ろう か ? 

WW 一 パパ パパ ちなみ に 白 蜂 の 少年 が 人 間 で は な いと いう こと は 、「 エ ピロ ー グ 」 で 明らか に な る 。 そ し て 、 軸 








その エピ ソー ド で 白髪 の 少年 一 ー ミ トラ が 、 チ サト に 対し て 言う 言葉 ……。 
26 どれ くら いぶ ふり? 浸 え な い 格 好 し て お 前 らし くも な い ……。 


チサト は 18 歳 で ある 。 そ の チサト に 対し て “どれ くら いぶ り ” と は 、「 何 年 経っ た か 忘れ た ” 皿 識 
よう な 言い 方 を する と は 、 ど うい うこ と だ ろう か が か? まぁ これ は ミト ラ の 言葉 の “あや "な の : 
か も 知れ な い が 、 そ の 後 ミ トラ の 頭 を 半分 吹き 飛ば す 能 力 、 そ し て 死 し て な お 幽 体 と な っ て 動 
ける その 力 は 、 人 間 と は 思え な いも の で も の で あろ う 。 

エピ ソー ド の 最後 、 チ サト と ヤヨイ は 壮絶 な 超 能 力 合戦 を 繰り 広げ る 。 二 人 が 発する エネ ル 
ギー の 形 は 、 ま る で "天使" の よう で ある 。…… 天使 な ん だ ね 、 き っ と わた し の 事 、 迎 え に 
きた ん だ あり が と う ……。 





これ は ? ) 計 
aso パャ キル も も 





ー つ の 解釈 

人 は いつ で も 自分 、 そ し て 自分 た ち が 形 成す る コミ ュー 
ン の 居場所 を 求め て いる 。 リ ル た ち 中 学生 世代 の 行動 も 、 
その 思い に 基づい て いる 。 彼女 た ち 中 学生 世代 は 、 団 地内 
の 分 断 さ れ た 時 間 の 中 で 、 自 分 た ち が 生 きる こと の で きる 
時 間 を 見 つけ よう と し て いる 。 朝 は それ ぞ れ の 時 間 、 昼 は 
主婦 と 子供 の 時 間 、 深 夜 は ミカ た ち 高 校生 の 時 間 。 小 学生 
は 団地 の 一 室 に 閉じ こも り 、 テ レビ ゲー ム の 仮想 世界 に 潜 
り 込む 。 中 学生 に 残さ れ た の は 、 月 が 出 始め る すき ま の 時 
間 だ け だ 。 そ の た め 、 リ ル た ち は 新 し い 時 間 と 空間 の 確保 
を めざす レジ スタ ンス と し て 、 集 団 飛 び 降 り 自 殺 を 決行 す 
る 。 団 地 の 歴 史 を 塗り 替え 、 今 ある 生態 系 に くさ び を 打ち 
込む の が 彼女 た ちの 目的 だ 。 そ の 行為 は 自発 的 な も の で あ 
り 、 誰 も 止め る こと が で き な い 。 

ミカ は 団地 中 を 駆け 回 っ た 末 、 よ う や く リ ル を 探し 出す 。 
し か し 小さ な 集団 の 中 で 幣 那 の 快楽 だ け を 護 る ミカ た ち 世 
代 に は 、 彼 女 の 意図 が 理 般 で き な い 。 そ の うち ミカ た ち 世 
代 も 居場所 が な く な る と リル は 警告 する が 、 現 在 し か 見 て 
いな い ミ カ が 、 そ れ を 聞き 入れ る こと は な か っ た 。 ミ カ と 
リル と は 最後 まで 分 か り 合 うこ と が で きず 、 話 し 合い を 放 
業 し た リル は 、 ミ カ を 眠ら せ 最 後 の ダ イブ に 向かう 。 実 年 
齢 こそ 数 歳 し か 離れ て いな い が 、 世 代 間 の 溝 は つい に 越え 
る こと が で き な か っ た 。 ミ カ た ち 世 代 が いか に 閉鎖 され て 
いる か 、 そ し て 他 世 代 と の 断絶 に 、 い か に 無自覚 で ある か 
< を 暗示 する シー ン だ 。 

求 /SNGO に UE 思 の 中 (は 言 ド ラ と ヤ 邊 イイ 、 そ し り 
て チサト の 関係 に つい て も 興 味 深い 描写 が な され て いる 。 
細 ここ で は 3 者 が みな 、 人 間 を 超越 し た 存在 で ある こと が わ 
ーー か る 。 雛 代 町 の 揺れ を 関知 し 、 降 臨 し た 契約 の 神 ・ ミ トラ 、 
「 こ ちら の 世界 」 の 守護 神 た る チサト 、 中 立 を うた いつ つも 
証 更 チサト に 敵意 を むき 出し に する ヤヨイ 。 終 朋 、 チ サト は ヤ 
昭 ヨイ を 封じ 込め よう と 対 桂 する が 、 そ の 力 は 卑 抗 し て お り 、 
Ta 計 軒 チサト の 思う よう に は いか な い 。「 彼 を 抑 える こと は で き な 
RhH9 - 台 軸 欄 議 回 回 い 」 と いう ヤヨイ の 言葉 を 証明 する か の よう に 、 ミ トラ は そ 
si ss gs の 凶 力 を 増し て いく 。 中 学生 世代 の 葛 膝 を よそ に 、 テ レビ 
= ゲー ム に 没頭 する 小学 生 、 そ の 歪ん だ 姿 に ミ トラ は 満足 げ 
上 費 な 笑み を 浮か べ る 。 も は や チサト ひと り の 力 で は 、 ど うす 
ms る こと も で き な い 。 
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1 025 リ し か も その 音 は 日 増し に 高まり 、 
クム イン ルン ルン リア 2 ク に 
出向 いた ミカ 。 AA た 出 に Gi 

聞こ える まう に な る 
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それ 以来 、 年 鳴り に 悩ま さ 不安 感 に さい な まれ る ミカ だ っ 
ry 。 た が 、 精 神 的 に 追い つめ られ る 
1 寸前 で 、 そ の 夢 は さめ る 。 目覚 。 
の 3 家電 だ 4z。 
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本 5 IIKP 詞 旨 AMWx と 
| 1 = ナシ 1. と サン # 和 より 枢 束 で 15 メ 誕 1 
レモ レル - 3 1 
2 さて 2 ご 2 れ 光ら 2 Ao 3 2 SS が 0 に 


何 か 飲み ます ? そう だ な ぁ 、 と 、 何 和 気 な く こ と が 進 

お む お が 、 彼 女 等 は 高校 生 。 飲酒 は 勿論 、 法 律 で 禁止 され て いる 。 

未成 年 者 の 飲酒 、 喫 煙 は 年 々 増加 し て 、 都 市 園 で は も は や 

"暗黙 の 了解 "の 域 ま で 達し て いる 感 が め あめ る 。 い わ ば 、 "制限 

速度 を 守っ て 走っ て いる 車 は 無い " 程度 の 法律 違反 まで 堕ち 

て し まっ た 。 大体 警察 も それ どこ ろ で は な い 。 麻薬 、 ド ラッ 

グ 、 売 春 、 も は や 何で も アリ の この 状態 、 酒 や 煙草 ご と き を 摘発 する 奈 裕 は と て も な い の で ある 。 

この シー ン は そん ね な 日 本 社会 の 1 ペー ジ を 覗か せ て くれ る 。 時 代 と 共に 人 々 の 価値 観 は 変わ り 、 

常識 も 変わ る 。 変 わら な い の は 法律 の みか ……。 願わ くば 、 い つの 日 が か 「 こ ん な 時 代 も あっ た ね 」 
選 寺 える よう 。 
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0 
| 生物 室 で 、 生 物 の 先生 と 
保健 の 先生 が 密会 し て いる 
。 三 ホ か ら ウ ワサ ザ 話 を 
聞き 生物 室 へ 行く と 、 一 瞬 、 
何 か が 見 える 。 
見 えた も の は 
写真 の 通り 。「 エ 
ピロー グ 」 で 見 る 
こと に な る 、 ユ カリ の 咽 飛 涼 で ある (モノ クロ )。 
な ぜ こ ん な も の が 見 える の か 、 そ れ は 、 こ の ミ 
力 の 夢 を 紡い で いる 白髪 の 少年 一 一 ミト ラ に し 
か 朋 ら な い 
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で と 


の AN ジ の で (pene ネ マー 
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柚 義 教育 研究 所 


デス クキ リム 


クラ ブ の 爆音 や ライ ブ ハ ウ ス で の 大 音響 に 長 時 間 さ ら さ 
れ た 後 、 耳 の 聞こ え が 悪 く な る こと は よく ある 。 こ の まま 
耳 が 聞こ えな く な っ た ら …… 、 そ ん な 脅え を 感じ る こと も 
少し く は な い 。 ま た 、 ふ と 目覚 め た と き の 夢 と 現実 の 境 が 
見 極め られ な い 人 不安 感 、 自 分 が どこ に いる の か が 瞬時 に 判断 
で き な い 潤 洋 と し た 感覚 、 こ れ も 経 験 し た 人 は 少な か ら ず 
いる と 思わ れる 。「 電 破 ] は 、 日 常 し ば し ば 体験 する ふた つ 
の 不安 を 増幅 させ 、 底 知れ ぬ 怖 を 味わわ せる シナ リオ で 
ある 。 

最初 の 舞台 は クラ ブ ・ ロ スト ハイ ウェ イ 。「 夢 題 ] に お い 
て スミ オ に 玉 者 呼ば わり され た リョ ウ が 、 逃 げ 込 ん だ 先 も 


| ここ で あっ た 。 ネ ガ テ ィ ブ な 思想 が 渦巻 き 、 反 復 す る テク 
| ボノ の リズ ム に あお られ る か の よう に 、 ひ と と き の 狂 宴 が 線 


り 広 げ ら れる 。 場 の 持つ 独特 の 江 ん だ 空気 、 毒 筐 に 当て ら 
れ 、 ミ カ の 精神 は 錯乱 し 始め る 。 
次 の 環 台 は 学校 。 日常 的 な 世界 に 実物 が 入り 込み 、 そ の 


| 隊 EY64 四 ks は 全 柏 = も ルク の )! 12E コ 1 ニ し さと 】 ロ Py 


激しく な り 、 妄 想 電波 まで 受信 する よう に な る 。 電波 は 次 
第 に エス カレ ー ト し 、 果 て は 自分 で も よく わか ら な いこ と 
を 口 走 る よう に な る 。 聞 こえ な い は ず の も の が 聞こ え 、 見 


時 えな い は ず の も の が 見 える 。 し か し 、 そ れ と 反比例 し て 、 
議 目 に 映る も の は 現実 味 を 失い 、 夢 の 世界 と 同じ ぐら い の う 
誌 す ぼ ん や り と し た 輪郭 し か 持た な く な る 。 何 に リア リティ 
を 求め て よい の か わか ら ぬ まま 、 ミ カ は 現実 と 夢 と の 狭 問 


を 行き 来 する 。 

[自分 は ここ に いる 」 と いう 確固 た る 認識 は 、 日 常 で は 意 
識 し な い ほ ど 当 た り 前 の こと だ 。 し か し 飼 の ミカ に は それ 
さえ 確認 で き な い 。 夢 か うつ つか 。 飼 、 見 聞き し て いる も 
の は 果たし て 現実 か 、 そ れ と も 妄想 か 。 何 も の に も は っ き 
り し た 手ごたえ を 感じ と る こと が で き な い ミカ は 、 現 実 世 
界 と 夢 と を 往復 する ば か り だ 。「 片 価 」、「 浮 誘 」 で コミ ュー 
ン を 否定 され より どこ ろ を 失っ た ミカ は 、 こ の 事件 に よっ 
て 自分 と いう 存在 の 不確か さ に も 気づか され る 。 体 を 支え 


』 て いた 量 盤 は 、 足 元 か ら も ろく 崩れ 去り 、 ミ カ は まっ すぐ 


mj) 立つ こと すら で き な い 。 ミ トラ の 登場 に より 普通 の 生活 に 
< 。 。 戻る こと は で きた も の の 、 そ れ は この 体験 を 経る 前 の 生活 
eid ぞ ) 逐 に っ っ 1E 電 も リル 
量 = 二 くっ て 離れ な い 。 ミ トラ の 策略 は その 意図 を 果たし 、 ミ カ 
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駅 構内 
電車 が 到着 する まで 、 駅 構内 を うろ つ 
いて みよ う 。 清涼 飲料 水 の 自販 機 で 、 
ジュ ー ス を 買う の も いい だ ろう 。 ま た 、 
駅 の 端っこ で は 、 ミ カ の 隠さ れ た 一面 
( ? ) を 見 る こと も で きる だ ろう 。 そ う 


| こう し て いる うち に 、 電 車 は 
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人 の 内 面 
少年 に よっ て 、 ミ カカ は 人 の 心 の 内 
側 を 覗け る よう に な る 。 人 々 の 心 
は 、 こ と ご と く ミ カ の 期待 を 裏 切 
る も の で あっ た 。 そ れ は 、”" た ま 
た ま ” な の か 、 本 当 な の か 、 ミ 4 | 
か ら 見 て “本当 "な の か …… あの 婦 、 
こっ 見 て る 
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ほら 、 あ の 光 さあ 、 ミ カ ……… 一 緒 に 
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駅 の 左端 に 行く と 、 い き な り ミカ の ドラ イブ シュ ー ト が 省 肌 
する (と いっ て も 凄い の は 音 だ け )。 し か も 、 声 は 突然 アニ メ 
調 。 し か し 、 こ の セリ フ ど こ か で 聞い た 様 な ……。 

な ん だ !? と 、 思 われ た 方 も 多い は ず 。 し か し これ に は 意味 
が ある よう だ 。 物語 を 最後 まで プレ イ し 、 ス タッ フロ ー ル を よ 
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CK ま 太 朋 胡 






| アリ サ の 夢 は 難解 で ある 。 キ ー と な っ て いる 
| キャ ラク ター は 「 ダ イ ゴ ]」。 彼 は 夢 全 体 を 通し て 
登場 し て お り 、 アリ サザ 量 く "矛盾 の 昌 徴 "で ある 。 
な ぜ か が 。 

夢 は 分 析 す る と 、1. 事件 、 ら . 経過 ・ 結 果 、 
3. ダイ ゴ が ……、 の 繰り 返し に な っ て いる よう で ある 。1. ゴジ ラ に 襲わ れ 、2. ティ 
ガ が 駆け つけ 、 ガ メラ が 解決 、3. 実は ダイ ゴ の ジオ ラマ 。 1. 動物 園 の オリ に いて 、 
ら . 流れ て 、 ド ラ え も ん に 食べ られ 、3. ダイ ゴ が 殺す 。 …… そ し て 一 番 最後 は 、 こ れ 
ら 世界 を ダイ ゴ が 食べ る 。 

どこ まで いっ て も 、 ダ イ ゴ に ひい き な 夢 な の で ある (な ぜひ いき する の か 、 ア リサ 
が ダイ ゴ の ファ ン だ か ら で あ る )。 ガ メラ が 地球 を 破壊 し た と きも 、 動 物 園 が ドラ え 
も ん に 食べ られ た と きも 、 そ の 場所 に いた は ず の ダイ ゴ は 、 そ の 場所 を 包括 する さ 
ら に 大 き な “くく り " に お り 、 ど うな っ て も ダイ ゴ が や られ る こと は な い 。 そ し て ダ 
イ ゴ に 対す る ひい き ( ア リサ の 願望 真実) を 通 そ うと する ば か り に 、 周 り の も の は 
歪み 理不尽 な 世界 (矛盾 ) を 造り 出し て し まう 。 真実 を 通せ ば 丸く 納まる 訳 で は な い 、 
真実 は 矛盾 を 生み 出す …… ? 
これ は 、 白髪 の 少年 一 一 ミト ラ が ミカ に 見 せる 4 枚 の 映像 の 意味 と 似 て いる 。" 英 
- 雄 は "人 殺し "で も ある ……。 そ し て 、 こ の 物語 に も 矛盾 が ある の か ……。 
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デス の 


いよ いよ ミカ の 精神 が 壊れ ゆく と き が 来 た 。 こ れ ま で の 
奇妙 な 体験 で 、 仲 間 も 自 分 自身 すら も 信じ られ な く な っ て 
いた ミカ は 、 こ こ に 来 て つい に 自我 を 崩壊 させる 。 そ し て 、 
ミト ラ の 誘う 世界 へ 引き 込ま れ て いく 。 

好奇 心 吐 盛 な と ころ が 魅力 だ っ た ミカ も 、 こ こ 最 近 の 経 
験 に は こたえ て いる 様子 。 面 白い も の を 見 せ て あげ る 、 と 
いう ミト ラ の 申し 出 に も 気弱 に 首 を 振る ば か り だ 。 彼女 の 
意向 な ど 無 視 し 、 ミ トラ は 車 中 に 居合 わせ た 人 々 の 心 を 見 
せつ ける 。 いびつ に くら ん だ 野心 、 む き 出 し の 谷 望 、 病 
み 疲 れ た 精神 。 そ の あま り の 醒 さ 、 痛 まし さ に ミカ は 憎 然 
と し 、 人 々 に 対す る 不信 感 を 強く する 。 も う 信 じ ら れ る も 


_ の な ど 何 も な い 。 早く ここ か ら 抜 け 出 し た い 。 そ ん な 心 か 


ら 、 ミ カカ は ミト ラ の 後 を 追い 、 光 の 中 三 別世界 へ と 旅立っ 


- 。 一 方 、 リ ョ ウ も ミカ の 内 面 を 見 る 羽目 に な る 。 彼 も また 、 
- 畔 効 な ミト ラ の いた ずら に 心 を 病 ん で いた 。 疲 れ は て 、 静 
- か な 生活 を 望 お 彼 だ が 、 ミ トラ は 彼 に 鞭 を ぶる う の を や め 


よう と し な い 。 そ し て 、 リ ョ ウ は ミカ の 内 面 を 見 る こと に 


な る 。 彼女 に 並々 な ら ぬ 執着 を 見 せ て いた リョ ウ だ が 、 彼 
女 の 空 虚 さ や スミ オ と の 過去 を 知り 、 シ ョ ッ ク を 隠し きれ 


ない 。 揺 れ 動く リョ ウ の 精神 を 支え た た の は 、 今 は 亡き キョ 


ウ コ 。 リ ョ ウ は キョ ウ コ の 幻影 に 、 ミ カ を 守る こと を 医 う 。 
そし て 、 そ の 使命 を 自分 の より どこ ろ に し 、 精 神 の 崩壊 を 
食い 止め る 。 ミ カ の 旅立ち を 止め る こと は で き な か っ た も 
の の 、 ま だ 遅く は な い 。 リ ョ ウ は 、 ミ カ を 取り 戻す 決意 を 


3 Ss ROSS Se。 < 新た に する 。 


ミカ と アリ サザ サ が 乗っ て いた 故障 車両 は 、 現 実 世 界 と 異 空 


間 間 間 間 還 5 に 1 も 1 と に の) し と 1 こと 


事件 に 気づか な か っ た アリ サ は 現実 世界 に 踏み と ど ま る 。 
不安 定 に 揺れ 動く ミカ だ けが 扉 に 気づき 、 確 固 と し た 自分 
を 持つ アリ サ に は 、 扉 は 見 えな か っ た 。 ま た 、 ア リサ は ミ 
トラ が 誘っ た と ころ で 、 扉 を 越え る こと は な が かっ た だ ろう 。 
精神 的 に 追い つめ られ て いた ミカ だ か ら こ そ 、 越 えて は な 
ら な い 一 線 を 越え て し まっ た の で ある 。 こ うし て ミカ は 、 
現実 世界 か ら 姿 を 消す こと に な る 。 


に 
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ミカ 和 失 路 か ら 数 目 後 計 よう や く 異 変 に 気づい た ユ ガ リア リサ と 共 尽 ミカ の 
捜索 を 開始 する 。 ずる と 時 を 同じ くし て ミカ の 友 太 、 ヨ キ が 体育 館 の F 事 現場 
で 、 瓦 礁 の 下敷 ぎ 居 門 っ で て 死 記し て いた と と か が 判明 。 そ な 中 、 追 い 討ち を 掛 
ける よう に ミユ キョ カツ ヅ ギ ら 同 級 生 が 立 宮 続け に 殺さ れ て いっ た 。 


いよ いよ 焦っ た ユカ リ た ち は 深 夜 の 学 

3 校 に 集まり 、 真 相 究明 に 乗り 出し た 。 
roerrms 生物 室 
隊 証 、 ミ の 死体 の 傍 に 立ち 尽く す 広 源 
と 遭遇 し た 。 広瀬 之 り サ の 次 を 地 の 語 
当惑 し た よう に ゆら K 





6 
た 。 ・ 和 


本 An れ 細 悪 な 影 と を 局 
3 づ の 問 に か 、 錠 が が 
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ん ん 


手 
探索 は 
全て の 扉 、 


半 査 し た 時 点 で 次 の フロ ア 


な い 、 


と 地下 を 、 ユ カリ は ら 階 以上 を 
分 けし て 探索 する こと | 
1 ウ 回 の 単位 で 答 


廊下 を 


ルリ 


生物 室 。 ミ ホ の 死体 の 傍 に 立ち 尽く す 広 瀬 。 
ち 、 違 う 、 俺 じゃ な い 、 俺 じゃ な いん だ ーー 
そし て 広瀬 は 射殺 され た 。 ミ ホ は 、 広 瀬 に 殺 
され た 。 準備 室 に は 広瀬 が 女装 に 使っ た と 思 
われ る 衣装 が 落ち て いた 。 ミ カ の 姿 は 広瀬 の 
女装 だ っ た の か 。 カ ヅ キ も ミユ キ も 広瀬 に 殺 
され た の だ ろう 
陸 | 中 有 し か し 、 こ れ は 真実 な の か ? 広瀬 は 最後 
まで 懇願 する よう に 、 違 う 、 と 言い 続け た 。 そ し て チサト が 言っ て いた よう に 、 タ 
イミ ング よく 現われ た 警官 。 ま る で “チャ ンス を 肛 っ て いた " か の よう で ある 。 女 
装 の 衣装 も 直ぐ に 発見 で きる 場所 に あっ た 。 ち 、 違 う 、 俺 じゃ な いん だ 一 一 広瀬 こ 
そ “被害 者 " で は な い の か 
以前 か ら 、 い ろ い ろ 問 題 の あっ た 広瀬 。 彼 が 宿直 の 日 に 限っ て 、 事 件 が 発生 。 そ 
し て 最後 に 全て の 罪 を 背負 っ て 彼 は 死ん だ 。 それ を 見 て 微笑 ん だ の は 、 校長 だ っ 
た …… の か も 知れ な い 。 








スク も 


ミカ が 容 を 消し た 後 の 第 9 話 「 働 悪 ] は 、 前 B 話 と は 趣 を 
異 に し た 展開 を 見 せる 。 ミ カ 失 貴 後 、 雛 代 高校 を 襲う 連続 
殺人 事件 、 そ の 真相 を 描い た サイ コ ホ ラ ー だ 。 

ミキ 、 ミ ユキ 、 カ ヅ ツキ 、 ミ ホ 。 学園 ミス テリ ー の よう に 
ミカ の 級友 た ち が 次 々 と 害 され 、 学 園 は 混 沖 と し た 様相 
を 呈す る 。 ユ カリ た ち は 捜 査 を 進め る も 、 先 回 り を する よ 
うに 事件 が 続発 する 。 学 園内 の で き ご と は すべ て 監視 カメ 
_- ラ に 収め られ 、 生 徒 に 関す る デー タ も 掌握 され て いる 。 映 
画 硝子 の 塔 】 を 思わ せる 視線 の 脅威 、 プ ライ バシ ー の 人 迫害 
は 、 現 在 の 管理 教育 を 鬼 近 す る か の よう だ 。 し か も これ ら 
すべ て は 、 雛 代 高 校 校 長 の 手 に よる も の だ っ た 。 全 生徒 の 
_ 名 前 と 顔 を 把握 し て いる こと 、 い つも 優し い 笑 顔 を 絶やさ 
な いこ と 、 心 霊 事 件 で 志望 率 の 低下 し た 高校 を エリ ー ト 校 
に 仕立 て 上 げた こと 。 生徒 た ち に 全幅 の 信頼 を 寄せ られ て 
いた 校長 の 、 狂 気 に 満 ち た 一 面 。 人 の 心 に 棲む 「 魔 」 の 存在 
に 、 ぞ っ と せ ず に は いら れ な い 。 何気なく 通っ て いた 日 常 
生活 の 場 が 、 思 い が け な く 恐 ろ し いも の だ っ た こと を 知り 、 
ユカ リ た ち は 恐 怖 に お の の く 。 

と は いえ 、 こ の 一 連 の 事件 に も ミト ラ の 邪 念 を 感じ ず に 
は いら れ な い 。 人 の 魔 を 引き 出す こと を 得意 と する ミト ラ 
は 、 校 長 を も その 毒 楓 に か けた の だ ろう 。 不安 定 に 揺れ る 
雛 代 の 地 に つけ 入り 、 い た ずら に 人 の 心 を 刺激 する 。 そ ん 
な 彼 だ か ら こ そ 、 雛 代 に 忍び 寄る 影 を 実体 化 さ せる た め に 、 
校長 の 心 の 魔 に 入り 込ん だ の だ 。 継 は ざ だ ら け の 死体 像 に 
高橋 キミ が 彼女 の 死に は ミト ラ が 関係 し て いる と 思わ れる ) 
の 頭 部 が 使わ れ て いた こと か ら も 、 ミ トラ の 関与 が 想像 で 
さる 。 

「 トワ イラ イト シン ドロ ー ム 」 で 、 異 常 な ほど 心霊 事件 が 
頻発 し 、 邪 念 の 渦 を 感じ させ た 雛 代 高校 。 こ の 場 の 持つ 特 
殊 な 磁力 も 、 事 件 の 発生 に 少な か ら ず 影響 を 与え て いる に 
違い な い 。 揺れ る 雛 代 の 地 で 心 の 魔 を 目覚 め さ せ 、 雛 代 高 
校 と いう 邪 念 の 渦巻 く 場 所 で 、 狂 気 を 増幅 させ る 。 そ れ を 
引き 出し た の が ミト ラ だ と すれ ば 、 校 長 も また 事件 の 被害 
者 と 言え る か も し れ な い 。 真相 は わか ら ぬ まま 、 彼 は 闇 へ 
と 葬 ら れる 。 
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KCー グ ク 概要 


その 日 、 チ サト は ミカ の 気配 を 感じ と っ た 。 

戻っ て きた よ 、 ミ カ ち ゃ ん ……。 一 絵 の 望み を か け 、 必 死 の 思い で ミカ を 
捜す 3 人 。 し か し 白 貞 の 少 ミト ラ の 手 に 掛か り 

彼女 等 は 無残 に も 殺さ れ て いっ た 。 


戻れ た の か 

その 頃 、 リ ョ ウ も ミカ の 帰還 を 直感 し て いた 。 

ルミ や ヤヨイ の 制 目 を 振り 切り 、 リ ョ ウ は ミカ の 気配 を 追っ た 。 
殺さ れ た チサト は 霊 魂 と な っ て リョ ウ を 導い た 。 

行き 着い た 部 屋 で リョ ウ は 一 振り の 刀 を 手 に し た 。 


自分 の 手 で ビリ オド を 打っ て 。 あ な た な ら で き る 。 

う 言 い 残し て チサト は 倒れ 伏し た 。 リ ョ ウ は 力強く 刀 を 握り し め る 。 
自分 に し か で き な い こと 、 

自分 の 生き る 価値 を 初め て 見 い 出し た リ た 
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トラ は リョ ウ を 言葉 功 み に 挑発 し た 。 


で や 
で 
NN 


リョ ウ は 答え る 代わ り に 無心 に 斬り つけ た 。 
ミト ラ の 身体 は 細切れ に な り 


つい に は 消え 表 っ た 。 
これ が 答 だ よ 。 リョ ウ の 自 に は 、 
バラ バラ に な っ た ミカ の 身体 が 映っ て いた …… 8 


いつ か 見 た 青い 空 の 下 。 


ia ウ みほ き 、。 ヤ ヨイ 、 ス ミオ 、 キョ ウ コ の 次 を 見 つけ た 。 

全て が 解き 放 た れ 、 

澄み わた っ た この 世界 で 、 

リョ ウ は スミ オ 、 そ し て キョ ウ コ の 呪縛 か ら 解 放さ れ た 。 
リョ ウ は 自由 を 手 に 入れ た . 
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一 方 、 チ サト は 絶命 し な が ら も 精 


よう 。 
神 は 生き て お 


少年 の 元 へ 導 


、 リ ョ ウ を 


り 
くべ く 、 動 寺 出 す 。 リ ョ ウ は 5 階 で 会 え 


さき 


/ を 残し 


や 
さ 


CI 


る 。 そし て 、 リョ ウ | 
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4 ぷー か 
2 
KTH 












アリ サ は 、 白髪 の 少年 を 人 間 で は な い 、 と 見 抜く 。 し か し 、 
直後 少年 ミト ラ に よっ て 殺 ざ れ て し まう の で あっ た …… o 

物語 中 で は 、 は っ きり と “殺さ れ た " 所 写 は され て いな い 。 
何 か の 燈 裂 音 が し 、 ア リサ が 倒れ る 音 が する だ け で ある 。 チ 
サト 、 ユ カリ の 場合 も そう で ある 。 が 、 実は この 時 アリ サ は 、 
無残 に も 首 を 吹き 飛ば され て いる の で ある 。 本 来 は 写真 の 様 
な 繧 が 挿入 され る 予定 だ っ た らし い が ……。 

る の 後 S ミド トラ は 所 連 / り の 全く の た アクセサ 
リー を 見 せる が 、 本 来 は これ も “アリ サ の 眼 の 周り の 部 分 ” 
(回 品 寺 マン 折笠 まり) うだ 8 











白髪 の 少年 を 倒し 、 リ ョ ウ は 呪縛 か ら 解 放さ れ た 。 そ し て い 
つか が すれ 違っ た あの 川 の 土手 で 、 リ ョ ウ と ミカ は 再会 を 果たす 
の Happy End。 し か し 物語 は まだ 続き が ある 。 本書 で は 、 
その 部 分 に は 触れ な いこ と に する 。 リ ョ ウ は どう な っ た の か 、 
ミカ は どう な っ た の か 、 一 連 の 出来 事 は 何だ っ た の か ……、 続 
き の 部 分 を 見 て 、 そ れ が 解る 人 も いれ ば 、 さ ら に “?” を 増 や 
す 人 も いる だ ろう 。 た だ 、 言 っ て お きた い 、 決 まっ た 解釈 な ど 
な い 。100 人 いれ ば 100 通 り の 結 請 が ある だ ろう 、「 ム ー ン ラ 
イト シン ドロ ー ム 」 は そう いう 物語 だ と ……。 


ーー ーー ペー RI 人 








ー つ の 解釈 


ミカ の 気配 を 感じ た ユカ リ た ち 3 人 は 、 了 吸い寄せ られ る よう に 
夜 の 校舎 に 集まっ て くる 。 し か し ミト ラ の 手 に より 、 ユ カリ た ち 
は みな 死に 追い や られ る 。 

一 方 、 リョウ も 雛 代 高校 に 向かっ て いた 。 校門 前 で は ルミ に 遭 
台 、 冷た い 態度 し か 見 せな か っ た 彼女 が よう や く 心 に 秘め た 暖か 


、  。 さ を 表 に 出す 。 友 情 な ど 信じ て いな い は ず の 彼女 も ミカ の 匠 出 を 
、 。 祈り 、 リ ョ ウ は その 言葉 か ら 力 を 得る 。 そ し て 校内 へ と 歩 を 進 
Ro 守る 。 


玄関 先 で ユカ リ の 死体 を 認め る も の の 、 リ ョ ウ は ひる まな い 。 


ンー 。「 ル ナ テ ィ ッ ク (狂人 、 精 神 異常 者 ) か 」 と つぶ や く と 、 後 は 振り 返 
NII 識 うず に 進ん で いく 。 そ し て 次 に 出会っ た の は ヤヨイ だ 。「 私 が 守 
中) ”” "っ て あげ る 」 と キョ ウ コ と 同じ こと を 言う 彼女 に 、「 そ うい う の は 


終わ り だ 」 と ひと 言 告 げ る リョ ウ 。 誰か に 守ら れる 生活 は も う 終 
わり 、 自 分 ひと り で 生き て いく と いう リョ ウ の 決意 が 感じ と れる 。 
「 夢 題 ] で スミ オ に 訪 者 呼ば わり され た リョ ウ だ が 、 様 々 な 経験 は 
彼 の 意識 を 変え た の だ ろう 、 も は や リョ ウ は 昔 の リョ ウ で は な い 。 

さら に チサト の 魂 と の 対話 で 、 彼 は も う ひ と つの 真実 に 気づく 。 
精神 を 館 ま れ た ミカ の 姿 は 、 鏡 に 映っ た 自分 自身 だ っ た こと 、 ミ 
力 を 守る た め に 生き る つも り だ っ た が 、 人 は 自分 の 中 に し か 生き 
る 価値 を 見 い だ せ な いこ と 。 こ うし て 、 弦 者 を 脱却 し て 確固 た る 
自己 の 存在 を 認め た リョ ウ は 、 ミ トラ と の 対決 に 挑む 。 精 神 的 な 
揺れ の な い リ ョ ウ は 、 ミ トラ と 言え ど 倒 すこ と が で き な い 。 リ ョ 
ウ は 、 ミ トラ の 痛 に 長 語 を 突き 刺す 。 ミ トラ は 倒れ 、 そ し て リョ 
ウ は すでに 冷た く な っ た ミカ の 姿 を 目 に する 。 ミ トラ も チサト も 
いな く な っ た 飼 、 後 に 残さ れ た の は 、 中 立 を 保つ ヤヨイ だ け で あ 
る 。 こ うし て 雛 代 町 に 巣 く う 「 魔 」 は 終 預 を 遂げ た 。 

青い 空 の 下 、 リ ョ ウ か が 出会っ た の は スミ オ 、 ヤ ヨイ 、 そ し て キ 
ョ ウ コ だ 。 リ ョ ウ に 執着 する と 言い 残し て 死 を 送 げ た スミ オ は 、 
「 こ れ も 意 味 を 変え た 愛 の 形 ] と リョ ウ へ の 呪縛 を 解く 。 そ し て 、 
キョ ウ コ は ひと り 立 ち し た リョ ウ を 見 、 そ の 強烈 な 愛 の 束縛 か ら 
彼 を 解放 する 。 リ ョ ウ は 、 完 全 に 自己 を 確立 する こと が で きた 。 
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白髪 の 少年 の 正体 は ゲー ム 中 で 明らか に な る こと は 
な い 。 し か し 、「 ム ー ン ライ トシ ンド ロー ム 」 の バン 
フレ ッ ト や 関連 資料 等 を 覗く と 判る が 、 彼 の 正体 は 、 
契約 の 神 (天使 ) ミト ラ で ある 。 本書 の 解説 ペー ジ 等 
で も 、 少 年 は ミト ラ で ある も の と し て 語っ て ある 。 と 
ころ で ミト ラ と は 、 ど うい う “いわ れ " の ある 神 な の 
だ ろう か ? この ペー ジ で は 伝説 と し て 伝わる “ミト 
ラ 神 " に つい て を 追求 し て 見 よう 。 


ミト ラ Mithra し 

に > 肖 較 に セン 人 9) メン た っ 肖  、 
は ゾロ アス ター 教 の 神 で 、 俗 昌 
た 
る SS 


ミト ラ 神 に つい て 深く 追求 する 前 に 、 ま ず は ゾロ ア 
スタ ー 教 と は 何 か 、 軽 く 触 れ て お こう 。 


ゾロ アス ター 教 は 、 紀 元 前 6 世紀 、 

ペル シア に 現われ た 宗教 改革 者 、 ゾ ロ 

アス ター が 説い た と され る 宗教 で あ 

る 。 そ の 考え 方 は 、 全 て 二元論 ( 善 と 

悪 ) に 基づい て お り 、 こ の ゾロ アス タ 

ー 教 の 出現 に よっ て 、 そ れ ま で 語り 絆 

が れ て きた ペル シア の あら ゆる 神 は 、“ 善 ” の 最高 神 

アフ ラ ・ マ ズ ダ と 、“ 悪 ” の 最高 神 ア ン ラ ・ マ ン ユ 
(アー リマ ン ) の 下 に 統括 され る こと と な っ た 。 

善 の 最高 神 ア フラ ・ マ ズ ダ は 全 知 の 神 で あり 、 最 高 
位 を 表わす 意味 で “主神” と 呼ば れる 。 ア フラ ・ マ ズ 
ダ の 下 に は “ 階 神 (アム シャ ・ ス プン タ ) ” と 呼ば れ 
る 7 人 の 神 が お り 、 そ れ ぞ れ “聖霊 ”“ 善 視 ”“ 天 則 " 
暗 23 導 7 た 失 還 本 昌和: 和 し /70 計 て D7 ン ルリ 
て いる (名 前 は 日 本 語 訳 の も の ) 。 そ し て 、 時 に 彼 等 
は “大 天使 " と 呼ば れる 。“ 階 神 ・ 大 天使 " の さら に 
その 下 に は “天使 ( ヤ ザ タ )” が 位置 し て いる 。 


CNGS SI ドラ (ペペ ラリ (は 
天使 ・ ヤ ザ タ の 位 に いる 。 要 す 

る に “その他 大 圭 " の 位置 に い 

る 、 位 だ け 見 れ ば 大 し た こと な 
い 神 な の で ある 。 し か し 、 ミ ト 

ラ は ゾロ アス ター 教 の 発祥 以前 
か ら 存 在 し た “古き 神 " で あり 、 
古代 で は ロー マ 、 イ ンド 、 イ ラン 等 の 広大 な 地域 で 、 
広く 信仰 され た 神 (その 宗教 は | ミト ラス 教 」 と いっ 
た ) で あっ た 。 ま た 、 ア ケ メ ネ ス 朝 の 碑文 に は 、 ア フ 
ラ ・ マ ズ ダ と 並ぶ 三 大 神 の 一 人 ( 三 大 神 の も う 一 人 は 、 
女神 アナ ー ヒ ター。 ミ トラ と 同じ く 、 ゾ ロア スタ ー 教 
の 登場 後 、 天 使 ・ ヤ ザ タ の 位 に 落ち て いる ) と 記さ れ 
て いる よう に 、 当 時 は 重要 な 人 々 の 守護 神 で あっ た 。 


ミト ラ 本 人 の 話 に 移っ ろう 。 ミ トラ は 、 干 の 耳 と 万 の 
目 を 持ち 、 万 物 に 精通 ・ 熟 知 し 、 万 の 密偵 を 持っ て 人 
間 の 行為 を 全て 知る 、 と 云わ れ て いる 。 つ まり 全 知 " 
の 神 と 言っ て よい だ ろう 。 さ ら に 「 ハ ラー 山 」 と いう 
光り 輝く 山 の 住居 に 住み 、 あ ら ゆ る 神々 の 中 で 最初 に 
この 光り 輝く 「 ハ ラー 山 」 の 頂き に 立ち 、 人 々 (ここ 
で は アー リア 人 ) と 人 々 の 住む 土地 全て を 見 渡す こと 
か ら 、 後 に “太陽 神 " と 同一 視 さ れ て いる 。 

この よう な “ 善 " 側 の 神 で ある ミト ラ も 、 契約 を 破 
っ た り 、 ミ トラ 自身 を 類 
こう どじ し だ りり ( ぞ で も ぞ も 
" 主 知 " の 募 を 欺 け る 八 
ズ も な い の だ が ) する 者 
に 対し て は 激 窟 し 、 そ の 
国 ご と 滅ぼし て し まう ら 
ONSv 。 ME が ド 
ラ に つい て の いわれ " 

で ある (参考 書 : 「 世 界 の 神話 伝説 』 自由 国民 社 ・ 発 
行 )。 


さて ここ まで 話し て 、 初 め て 提示 で きる 話題 が ある 。 


| 販 二 も EYL「 コ の 


「 正 義 の 名 の 下 に 、 侵 略 と 略奪 を 繰り 返す 英雄 。」 

「 神 の 名 の 下 に 、 現 世 の 富 のみ を 集め る 宗教 者 。」 

「 愛 の 名 の 下 に 、 快 楽に ぬけ る 男女 。」 

「 死 と 破壊 の 上 に そびえ る 、 近 代 ビ ル 群 。」 

・ (ヒュ ー マ ン 資料 原文 まま )。 

白髪 の 少年 一 一 ミ トラ が 見 せ た も の は “善人 の 悪事 " 
で あっ た 。 物事 は 言い 方 次 第 で どう と で も 言え る 。 英 
FE 靖 還 : 揚 才 っ トコ 間 めき 4 の 衣 寺 トコ 1 や 表 すっ ヒモ 
裏 一 体 、 あ な た が 、 い い 、 と 考え て いる こと は 、 こ ん 
な に 本 いこ と で も ある ん だ よ 、 ミ トラ は そう 言い た い 
の だ ろう か ・・・ 

ミト ラ が この よう な 説得 方 法 を と っ た の も 、 彼 が 二 
元 論 の 上 に 成り 立っ て いる 宗教 、 ゾ ロア スタ ー 教 の 神 
だ っ た か ら か も し れ な い 。 





DES ん Fi 所) 


これ 以降 5 ペー ジ は 

ソフ ト の シス テム 的 な 解析 が 掲載 され て いま す 。 そ の 為 、 

「 ム ー ン ライ トシ ン ドローム 」 の 持つ 宿 囲 穫 、 

あな た の 感じ て いる 「 ム ー ン ライ トシ ンド ロー ム 』】 の イメ ー ジ が 


圭 れ て し まう 怖 れ が あり ます 。 


どう し て も 先 の エビ ソー ド に 進め な く て 困っ て いる 万 、 又 は 
少な く と も 一 度 は エビ ロー グ ま で ブレ イ さ れ た 万 の み 、 ご 覧 に な 
る よう お 薦め し ます 。 


学校 の 構造 が わか ら な い 一 枚 め くっ て 下さ い 。 

変質 者 か ら 逃 れ ら れ な い 二 枚 め くっ て 下さ い 。 

子供 を 発見 で き な い 三 板 め くっ て 左 ペ ー ジ 
を ご 覧 下さ い 。 

調査 の 手順 が わか ら な い 三 板 め くっ て 右 ペ ー ジ 
を ご 覧 下さ い 。 
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雛 代 高 校 は 昨年 改築 され た 。 そ れ と いう の も 前 作 
「 トワ イラ イト シン ドロー ム 」 の 一 連 の 事件 で 雛 代 高 
校 の 志望 率 が 激減 し 、 校 長 が 退任 、 新 し い 校 長 に 替 っ 
た た めで あっ た 。 新 校長 は デン マー ク 経 営 学 を 導入 し 、 
も の すご い 額 の 援助 金 を 集め 、 校 舎 を ハイ テク な も の 
に 改築 し た (以上 、 ク ラブ 「LOSTHIGHWAY」 の 客 
の 話 よ り )。 


ロビ ー の 扉 は 通常 開い て いな 
い 。「 性 悪 」 以降 の エピ ソー ド 


で は 、 錠 が 外さ れ て いる 。 


クン 
A 





「 放 課 後 は 一 般 生徒 立ち 入り 禁 
止 」。 放課後 は 、 階 段 を 上 る こ 
と が で き な い ・・・ 





| 一 般 生 徒 立 ち 入 り 禁 止 」 の プ 
レー ト が 。 ほ と ん どの 生徒 は B ロ の 
ら に 降り た こと は な いら し い 。 








彼ら を 窪 ら せな いた め に は ・・・? 


精 北 に 向かう 途中 、 不 審 な 者 達 に 絡ま れる シー ン 。 
彼 等 を 欠 ら せな いよ う 、 解 答 を 選択 し な けれ ば な ら な 
い 。 以下 は 、 彼 等 と の 会 話 の フローチャート で ある 。 
何 が 彼 等 を 欠 ら せ て し まう の か 、 こ れ で 解る だ ろう 。 


お い ! 子供 が どこ へ 行く ん だ ! 
@ 相 手 に し な いい ーーーーーー ク リア 
@ 往 える 





二 宇 、 娘 宇 間 生 2 アル 八 、 ア 0、 アバ 
あ 輝 ぼる ーーーーーーーーー テ ー 


愛用 会 話 メ カニ ズム 









人 





に 一 方 的 な 感 じ の 女 


わた し の ベビ ー、 何 処 へ 行っ た の ? 
あな た 見 な か っ た ? 
@ 輝 ける 
人 @ 見 た 
人 見 て いな い 






















の 2 ニー クー に ド だ が ん / こく 
除 Z チ メラ ティ クア イタ 三 4 1 の ヲ 和 回 光 ラ 
ム を メイ ン で や っ た の さ 

旬 輝 ける ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 近 >ー 

マッ 人 ハ 蹴り ーーーーーー ニ ーーー クリ ア 
@ バ タフ ライ キッ クーーーー 一 ww クリア 
@ ダ イナ マイ トバ ンチ 











交際 し よう よ 、 ゲ ー セ ン い っ て さ 
ア 八 八 

@ 輝 げ ける ーーーーーーーw- 
@ ゲ ー ム の 話 を 聞く 
信 一 緒 に 行く 

価 誘 惑 す る 








何処 な の ? 





何処 へ 隠し た の ? 何 も し て や る こと が で き な か っ た の よ ! 





@ 輝 げ る か わい そう だ と 思わ な い ? 

コモ ーー ニニ ニー デー ュー ーー 9 5 
@ 知 ら な い ー ニ ーーーーーーーーーーーーーーー- うーーーーーーーーーーーー デ ー 
@ 告 える ーーーーーーw- 点 わな い = 一 ーーーーー 一 w- ※ 


2 叶う まき 力 ち や ん よ 
住 つい て な い ? ウ ーー 一 芳 - ※ 
@ き 本当 な ん だ ニー 一 一 一 村 - 





























・ 行 か な いで よ どこ 行く の よ ! 
見 た だん で し ょ ! あな た !! 
ーーw- @⑯ 輝 げ る ーーーーーーー 一 ww- ※ 





s < そう よ 、 ユ カリ ! 
ユカ リ ち ゃ ん よ 
信 嘘 つい て な い ? ウ ーーーー- 
あな た 知っ て る ん で し ょ ? @ 本 当 な ん だ ーーーーー 一 w- ベ 
あの コ の 名 前 ! 
人 @ 知 ら な いい 一 一 w- ※ 
il 。・・ そ れ よ ! チサト ちゃ ん よ ! 
@ ユ カリ @ 嘘 つい て な い ?ーーー 一 w- 





@ チ サト ーーーーーーーーーーーーーーーーーw-  @ 本 当 な ん だ ーーーーー 一 w- ※ 





X・・・・ 変 者 を 窟 ら せ て し まい 、 
襲わ れ て し まう 。 ス ター ト ( 浮 
キミ の 体 す べ て た の し ませ て あげ ける よ 浪 者 ) へ 戻る 。 
2700700、 //0/0N、 // 人 0 人 ババ 【、 の VA ・・“ 変 既 者 ” を 何と か や り 過 ご す 。 
@ 輝 げ る ーーーーーーーーーw- ベ 
人 @ 延 人 ラ リア ー ト ーー 一 w- 2 
信 タ ッ ク ル か ら の マウ ント パン チ 


・ こ れ で も 、 格 闘技 は 得意 な ん だ よ 


ロー リン グ エ ル ボー 一 一 季 - アハ 八 、 ア 八 八 どう や っ て 料理 し よう 


か な 

@ バ タフ ライ バン チ ーー 一 w- 
素直 な 子猫 ちゃ ん だ ね ・・・ MR し 昌 R2HtPS い 
ほん と に 何で も し て くれ る の ? ーー 
の 輝け げ ける ーーーーー9w み - ※ 


信 弄 半 切り チョ ッ プ 一 村 - 
@ マ マンハッタン ドロ ッ プ 
休 反 則 ロ ー キ ッ ク ーーー- 


描 じ 曲がっ た 校舎 の 構造 


白髪 の 少年 一 一 ミト ラ の 力 に よっ て 校舎 は 、 階 段 、 廊 下 
の 繋が り が 普通 で は な く な っ て いる 。 し か し 、 一 見 デ タ ラ 
メ に 繋が っ て いる よう だ が 、 実 は それ な り の 法則 が 存在 し 
て いる 。 階段 は 、 上 り も 下り も 繋が っ て いる フロ ア は 同じ 。 
ニニ つ あ る 渡り 廊下 も 、 ど ちら も 同じ フロ ア に 繋が っ て いる 。 

それ ぞ れ の 繋が り は 下図 を 参照 に し て 欲し い 。 図 を 見 る 


、 実は 全体 の 半分 は 一 本 道 で ちる こと か 判る 。 
と 、 実 は 全体 の 半分 は 一 本 道 で ちる こと が 判る 和香 


渡り 廊下 
(2 つと も 出る 場所 は 同じ ) 


ーー 障 段 
(上 り 、 下 り 共 繋が っ て いる 場所 は 南 3F 


同じ ) 


GOAL! 


白髪 の 子供 の 追跡 は ミ 
『T カ が 教室 を 出 た と ころ 
二 汗 か ら 始 まる 。 と りあ え 
| ず 北 っ OF まで は 、 完 全 
な 一 本道 と な っ て いる 。 


再び 北 3F に た どり 着く と 、 曰 髪 の 子 供 を 発 
見 で きる 。 な お 昨 髪 の 子供 を 見 つけ た 後 は 、 
他 の フロ ア へ の 移動 は で き な い 。 








ミカ が いな く な っ て 何 日 が 経っ た 。 ようやく ユ カリ 、 ア リサ は 、 流 石 に お か し い 、 と 思い 始め た 一 一 
ミカ の 捜査 は 、 ユ カリ が 中 心 に な っ て 進め られ る 。 以 下 は 、 そ の 捜査 の 手順 で ある 。 こ れ は 物語 を 進め る 
た め の 必 要 最 低 限 の こと し か 載せ て いな い 。 サ ブイ ベン ト 等 は あな た 自身 の 手 で 探り 当て て 欲し い 。 


南 3F 2-3 (ミカ の 教室 ) へ 行き 同級生 A と 会 
ユカ リ と アリ サ は 、 ミ カ と 親しい カ ヅ キ に 話 を 聞こ うと 教室 を 訪れ る が 、 
そこ に 彼女 の 容 は な い 。 
選 南 1F ロビ ー へ 行き カ ヅ キ と 会 


最近 の ミカ の 様子 を 聞く が 、 ま すま す 有 要領 を 得 な い 。 
アリ サ は ミカ の 自宅 を 当たっ て みる こと に し 、 
ユカ リ は カ ヅ キ を 伴っ て 校内 で 手がかり を 探す 。 


た 局 ー re PE を 較 り だ に 人 電 た 7 圭 詩 
話 を 聞き 、 ミ カ の ろく で も な さ を 再 確認 する 。 
別 の 生徒 か ら 、 先 日 校内 で 事故 が 起こ り 、 誰 か 
が 死ん だ らし い 、 と 聞く 。 


4 北 3F 化学 室 へ 行く 


事故 当日 、 宿 直 だ っ た 広瀬 先生 の 話 か ら 、 
亡くな っ た の は 、 ミ カ の 友達 の ミキ だ と 知る 。 


5 校舎 外 の 天文 台 ( 関 を 出 て 左手 ) へ 行き 、 ミ ユキ と 会 話 


翌々 日 、 ユ カリ は カ ヅ キ が 死ん だ こと を 知る 。 


さら に 夜中 に ミカ が 学校 近く を 歩い て いた 5 5 
と いう 情報 を 入手 。 そ の ミカ を 見 た と いう 、 鴨 ら 校 千 外 の 天文 台 へ 行く 


測 部 の ミユ キ を 当 た 6 姿 の 見 え 
大 体 鈴江 部 の モミ ユキ を 当たっ て みる 。  . の 日 、 姿 の 見 えな い ア リサ を 捜し 、 


天文 台 へ 行く 。 
そこ で 血 を 流し 死ん で いる ミユ キ を 発見 する 。 


アロ 訂 の 4 ルレ /ー 主 


アリ サ の 身 を 案じ た ユカ リ だ が 、 
彼女 は 学校 で 昼寝 を し て いた だ け だ っ た 。 
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本 書 は 「 ム ー ン ライ トシ ンド ロー ム 」 と いう 物語 の 理解 の 手助け を 
する 、 と いう コン セプト の 下 に 制作 され まし た 。 い わ ゆ る 攻略" 
的 な ペー ジ を 少な くし 、 イ メー ジ 的 な ペー ジ を 増やし て 、 編集 さ 
れ て いま す 。 本書 の 文章 ・ イ メー ジ 画 像 は 、 編 集 側 ・ 私 見 に よる 
「 ム ー ン ライ トシ ンド ロー ム 」 の 解釈 で す 。 こ れ は 、 無 限 に 存在 す 
る 解釈 の うち の “た っ た ひと つ " の 解釈 に 過ぎ ざま せん 。 感覚 が 異な 
れ ば 、 解 釈 も 異な る で し ょ う 。 感性 が 違え ば 、 感 じ 方 も 違う ば す 
で す 。 本 書 を 読み 、 眺 め 、 利 用 し て 、 あ な た な り の 「 ム ー ン ライ 
トシ ンド ロー ム 」 を 思い 描い て くれ た ら …… ウ レシ イ !! 
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